
O

欧
米
に
お
け
る
日
本
庭
園
像

の
形
成
と
原
田
治
郎

の
寒

Q
9

§

蕊

9

ミ

§

片
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幸
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一

は
じ
め

に

本
稿
で
は
、
西
欧
に
お
け
る

「
日
本
庭
園
」

の
イ
メ
ー
ジ

の
形
成
を
捉
え
る

上
で
重
要
と
思
わ
れ
る
原
田
治
郎
と
い
う
人
物
を
紹
介
す
る

(写
真
1
)。

一

写真1原 田治郎(提 供 原田俊夫氏)

九

二

八

(昭
和
三
)
年

に
刊
行

さ
れ

た
原

田
治

郎

の

寒

Q
O
亀
§

蕊

旦

ミ

§

は
、
日
本
人

に
よ
る
英
語

で
著
さ
れ
た
日
本
庭
園
論
と
し
て
は
最
も
は

　ユ

　

や
い
単
行
本
で
あ
る
。
そ
れ
以
降

の

一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
日
本
人
に
よ

る
英
語
の
日
本
庭
園
論

の
著
作
が
増
加
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
日
本
国

　　

　

内
で
の
出
版
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
原
田
の
§

鳴
9

ミ
§
の
9

ミ

§

は
、
欧
米

で
影
響
力
を
も

っ
た
美
術
雑
誌

搴

驚
⑦
ミ
ミ
o
の
発
行

元

で
あ
る

↓
げ
①
ω
ε
9
0
社

(イ
ギ
リ
ス
)
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
事
情
を
背

景
と
し

つ
つ
、
原
田
の
著
作
は
日
本
人
に
よ
る
文
献
と
し
て
は
突
出
し
た
頻
度

で
、
そ
の
後

の
英
語
圏
の
日
本
庭
園
論

に
参
照
さ
れ
て
い
く
。

西
欧
の
言
語

で
著
さ
れ
た
日
本
庭
園

の
記
述
は
、
十
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
商

館
付

き
の
ド
イ

ツ
人
医
師

で
あ

っ
た
ケ

ン
ペ
ル

(国
昌
ひq
巴
び
臼
け
惹

ヨ
冨
Φぴ

一
①竃
山
謡
①
)
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
は
日
本
文
化

全
般

に
つ
い
て
論
じ
た
な
か
の

一
部
で
あ

っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
十
九
世
紀
も
終
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わ

り

に
な

っ
て

、
庭

園

を

独

立

し

た

テ

ー

マ
と

し

て
初

め

て
扱

っ
た

の
が

、

イ

ギ

リ

ス
人

建

築

家

の
ジ

ョ
サ

イ

ア

・
コ

ン

ド

ル

(日
o
ω
冨
び

O
o
ロ
α
o
さ

H
G。
O
甲

　ヨ
　

一
り
b。
O
)

の

ト
§

謎
ら
§

鳴

曾

ミ

鳴
ミ

鑓

ミ

ミ

§

(
一
八

九

三

)

で

あ

る
。

コ

ン
ド
ル
の
著
作
は
原
田
と
並
ん
で
、
二
十
世
紀
前
半

の
英
語
圏
で
形
成
さ
れ
る

日
本
庭
園
論

に
お
い
て
、
参
照
枠
と
し
て
頻
繁
に
挙
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。

コ
ン
ド
ル
の
著
作
を
契
機
と
し
て
、
十
九
世
紀
以
降
の
西
欧
で
日
本
庭
園
論

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
く
が
、
そ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、

一
九
二
〇
年
代
後

半

の
日
本
国
内
で
あ
る
種

の
自
覚
が
次
第
に
芽
生
え
は
じ
め
る
。
西
欧
に
お
け

る
関
心
の
高
ま
り
を
踏
ま
え

つ
つ
、
日
本
国
内

の
庭
園
研
究
者
た
ち
は
、
欧
文

に
よ
る
日
本
庭
園
論
を
発
信
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
日
本
人
に
よ
る

い
わ
ば
西
欧
向
け
の
日
本
庭
園
論
は
、
農
学

や
工
学
を
中
心
に
発
達
し
た
日
本

国
内
で
の
日
本
庭
園
論
と
必
ず
し
も
同
調
す

る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
こ
う
し

て
、
葛
藤
や
矛
盾
を
は
ら
み
つ
つ
西
欧
と
日
本

の
あ
い
だ
を
行
き
来
し
た
日
本

庭
園
論
は
、

一
九
三
〇
年
代
半
ぼ
以
降
の
欧

米
に
お
い
て
或
る
日
本
庭
園
像
の

生
成
を
促
す
こ
と
と
な
る
。

で
は
、
英
語
圏

に
お
け
る
日
本
庭
園
像

の
形
成
過
程
で
、
原
田
の
著
作
は

い

か
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
日
本
国
内
で
は
、
庭
園
研

究
者
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
美
術
研
究
者
た
ち

か
ら
も
原
田
の
業
績
は
顧
み
ら
れ

る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
原
田
の
§

鳴
O
&
§

議

9

ミ

§

は
、
欧
米
と
日
本

と
で
対
照
的
な
反
応
を
引
き
お
こ
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
原
田

の
業
績
を
ま
と
め
な
が
ら
、
彼
の
提
示
し
た
日
本
庭
園
像
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

原
田
に
関
す
る
資
料
は
断
片
的
で
な
お
か

つ
散
在
し
て
お
り
い
ま
だ
に
不
明
な

点
が
多
い
が
、
こ
れ
ま
で
収
集
し
得
た
か
ぎ
り
の
情
報

に
基
づ
き
原
田
の
経
歴

を
ま
と
め
、
寒

鳴
O
匙
§

§

9

ミ

§

に
検
討
を
く
わ
え

て
い
く
。
さ
ら
に
、

原
田
の
著
作

に
対
す
る
西
欧
と
日
本
に
お
け
る
反
応

に
つ
い
て
も
概
観
し
た
上

で
、
こ
れ
ま
で
庭
園
史
に
描

か
れ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
西
欧
と
日
本
の
関
係

の

空

白
を
埋

め
て

い
く

こ
と
を
試

み
た

い
。
な

お
、
本
稿

で
は
σQ
霞
ユ
①
昌
ω
o
{

冒
b
磐

に
対
応
す
る
語
と
し
て

「
日
本
庭
園
」
と

い
う
語
を
用
い
、
寺
院
の
庭

園
や
個
人
宅

の
庭
園
を
含
む
日
本
に
あ
る
庭
園
を
指
す
こ
と
と
す
る
。

二

原
田
治
郎
の
略
歴

原
田
治
郎
は
、

一
八
七
八

(明
治
十

一
)
年
十

二
月
二
日
に
山
口
県
大
島
郡

に
生
ま
れ
、
十
五
歳
で
単
身
渡
米
す
る
。
そ
の
後
間
も
な
く
し
て
、
列
車
事
故

に
巻
き
込
ま
れ
左
足
と
右
手
の
指
を
失
う
と
い
う
生
涯
の
傷
を
負
う
も
、
現
地

の
高
校
を
卒
業
し
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学

へ
進
学
し
た
。

一
九
〇
四

(明

治
三
十
七
)
年

の
米
国
セ
ン
ト
ル
イ
ス
博
覧
会
の
運
営
に
携
わ
り
、
日
本

に
は

翌
年

に
帰
国
し
て
い
る
。
帰
国
後

の

一
九
〇
九

(明
治
四
十
二
)
年

に
、
名
古

屋
工
業
高
等
学
校

(後
に
名
古
屋
第
八
高
等
学
校
、
現
名
古
屋
大
学
)
で
英
語
講

師
と
し
て
指
導

に
あ
た

っ
た
。

翌
年
に
は
、
日
英
博
覧
会

の
特
使
と
し
て
渡
英
す
る
。
こ
の
渡
英

の
頃
か
ら
、

原
田
は
イ
ギ
リ
ス
の
美
術
雑
誌

搴

Q
⑦
ミ
ミ
o
に
関

わ
る
よ
う
に
な
る
。

一
八

九
三

(明
治
二
十
六
)
年

に
創
刊
さ
れ
た
§

鳴
⑦
ミ
ミ
o
は
、
⑦
ミ
ミ
。
ミ

欝
ミ
寧

180



欧米 にお ける日本庭 園像 の形成 と原田治郎のTheGardensofJapan

織
§
ミ

(
一
九
六
四
年
六
月
)
と
改
名
し
た
後
、

一
九
八
八

(昭
和
六
十
三
)
年

ま
で
の
約
百
年
に
わ
た

っ
て
発
行
さ
れ
た
。
拠
点
と
し
た
イ
ギ
リ
ス
だ
け
で
な

く
、
英
語
圏
を
は
じ
め
と
し
て
広
く
世
界
各

国
に
認
知
さ
れ
た
美
術
雑
誌

で
あ

っ
た
。
草
創
期
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
お
け
る
美
術
の
近
況
に
と
ど
ま
ら
ず
、

欧
州
全
般

の
美
術
の
動
向

に
つ
い
て
写
真
を
交
え
な
が
ら
報
告
し
て
い
る
。

原
田
の
記
事
が

寒

鴨
⑦
ミ
ミ
◎
に
登
場
す

る
以
前

の

一
九
〇

二

(明
治
三
十

五
)
年

に
は
、
岡
倉
天
心

(
一
八
六
ニ
ー
一
九

一
三
)
に
よ
る
日
本
美
術
の
記
事

(4
)

が
掲
載

さ
れ
て
い
た
。
周
知

の
と
お
り
、

岡
倉

は
フ

ェ
ノ

ロ
サ

(国
ヨ
Φ
ω什
・

聞
・
国
Φ
コ
o
ま

ω鈩

H。。
㎝ω
山
㊤
O。。)
ら
と
と
も

に
、
国
内
に
お
け
る
日
本
美
術

の

保
護
と
普
及
だ
け
で
な
く
、
西
欧
に
お
け
る
日
本
美
術
理
解

の
素
地
形
成

に
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
岡
倉
に
よ
る
記
事
か
ら
八
年
後

の

一
九

一
〇

(明
治
四
十
三
)
年

に
、

寰

鳴
⑦
ミ
ミ
◎
に
原
田
が
登
場
す
る
こ
と

に

な

る
。

寒

Q
⑦
ミ
ミ
。
に
初
め
て
掲
載
さ
れ
た
原
田

の
記
事
は
、
川
合
玉
堂

(
一
八
七

三
-

一
九
五
七
)
を
初
め
と
す
る
日
本
画

の
作
家
と
作
品
を
紹
介
す
る
も
の
で

あ

っ
た
。
そ

の
記
事

は
冨
℃
碧
Φ
ω①
〉
昌

鋤
邑

〉
三

ω房

o
貼
日
o
量
《
と
題
さ

れ
、
原
田
は
絵
画

の
ほ
か
に
、
「彫
刻
」
や

「陶
器
」
な
ど
計
五
回
に
分
け
て

　
　
　

連
載
し
、
日
本
美
術
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
に
共
通
し
て
い
る
の

は
、
ま
る
で
展
覧
会
の
カ
タ

ロ
グ
の
よ
う
に
、
解
釈
や
批
評
を
挟
む
こ
と
な
く

作
品

・
作
家
の
紹
介
を
す
る
と
い
う
原
田
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
そ
の
後
も
、

搴

Q
⑦
ミ
ミ
。
誌
の
世
界
各
国
に
お
け
る
美
術

の
近
況
を
報
告
す
る

コ
ラ
ム
に
、

原
田
は
日
本
在
住

の
特
派
員
と
し
て
執
筆
を
続
け
た
。
そ
の
ほ
か
、
特
集
記
事

を
含
め
て
ほ
と
ん
ど
の
執
筆
を
原
田
が
担

っ
て
お
り
、
扱

っ
た
テ
ー
マ
は
先
の

絵
画
や
彫
刻
な
ど

に
加
え
て
建
築
や
盆
景
な
ど
多
岐
に
亘

っ
て
い
る
。
し
か
し

一
九
四
〇

(昭
和
十
五
)
年
以
降
に
な
る
と
、
日
本
に
関
す
る
記
事
そ
の
も
の

が
減
少
し
、
そ
れ
ら
の
記
事
も
ほ
か
の
執
筆
者

に
よ

っ
て
書
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
。
原
田
に
よ
る
最
後

の
記
事

は
、

一
九
五
六

(昭
和
三
十

一
)
年

(
6
)

に
掲

載

さ

れ

た

盆

栽

に
関

す

る

も

の

で
あ

っ
た

。

一
九

二

三

(大

正
十

二
)
年

に

な

っ
て
、

原

田

は
↓
ゴ
Φ

冒

づ
譽

①
ω
①

O
霞

◎
Φ
昌

(7
)

と
題
さ
れ
た
記
事
を
執
筆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
暴

Q
⑦
ミ
ミ
o
誌
上
に
現
れ
る

初
め
て
の
日
本
庭
園

に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
で
原
田
は
日
本
人
の

自
然
観
を
論
じ
た
上
で
、
枯
山
水
や
書
院
庭
そ
し
て
茶
庭
な
ど
の
様
式
を
紹
介

し
て
い
る
が
、
総
じ
て
旦
ハ体
例
に

つ
い
て
の
詳
述
は
な
い
。
掲
載
さ
れ
た
写
真

は
、
原
田
本
人
の
自
宅
を
含
む
名
古
屋
の
個
人
宅
の
庭
園
を
撮
影
し
た
も
の
で

(8

)

あ
る
。
そ
の
ほ
か
庭
園
に
関
す
る
記
事
は
、
京
都
の
青
蓮
院
、
そ
し
て
東
京
の

(
9
)

(10
)

渋
沢
邸
の
庭
園
と
浜
離
宮
庭
園
が
確
認
で
き
る
。
い
ず
れ
も
写
真
を
掲
載
し
、

沿
革
を
説

明
す
る
と

い
う

カ
タ

ロ
グ
風

の
記
述
が
な

さ
れ
て

い
る
。
搴

Q

⑦
ミ
ミ
。
で
は
断
片
的
に
提
示
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
原
田
の
日
本
庭
園
論
は
、

一

九
二
八

(昭
和
三
)
年
に
寒

Q
曾

ミ
§
。・
亀

ミ

§

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る

こ

と

に

な

っ
た

。

搴

鴨
の
ミ
ミ
。
に
関
わ
り
始
め
た

一
九

一
〇

(明
治
四
十
三
)
年

に
は
、
京
都

商
品
陳
列
所
に
よ
る
来
訪
外
国
人
の
た
め
の
案
内
書
搴
鳴
§

蟹
ミ

9
サ
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丶鴣
ミ

の
執
筆
の

一
部
を
担
当
し
て
い
る
。
本
書

で
は
庭
園
に
触
れ
て
い
る
の

は
三
頁
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
限
ら
れ
た
紙
面

に
は
、
京
都
の
庭
園
に
及
ぼ
し

た
禅
の
影
響

に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
原
田
の
庭
園
論

の
内
容
を
分
析
す
る
際

に
再
び
触
れ
る
が
、
禅

の
影
響
を
英
語

で
論
じ
た
も
の

と
し
て
は
、
も

っ
と
も
早
い
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
原
田
は
そ
の
後
、

一
九

一

四

(大
正
三
)
年

に
は
従
六
位

に
叙
さ
れ
、

二
年
後

に
は
、
動
…六
位
瑞
宝
章
を

授
与
さ
れ
た
。
そ
し
て

一
九
二
六

(昭
和
元
)
年

か
ら
、
「英
文
列
品
目
録
及

解
説
編
集
事
務
並
通
訳
嘱
託
」
と
し
て
東
京
帝
室
博
物
館
に
採
用
さ
れ
た
。
国

際
化
に
伴
う
諸
制
度
が
整

い
つ
つ
あ

っ
た
帝
室
博
物
館
で
、
原
田
は
欧
文

の
解

　
む
　

説
札
の
作
成
な
ど
、
主

に
海
外
に
関
連
す
る
実
務
を
担
当
し
て
い
く
。

帝
室
博
物
館
に
勤
務
中
の

一
九
三
五

(昭
和
十
)
年
に
は
、
米
国
の
オ
レ
ゴ

ン
州
立
大
学
で
日
本
美
術
に
つ
い
て
二
学
期

六
ヶ
月
に
わ
た
る
講
義
を
依
頼
さ

れ
た
。
オ
レ
ゴ
ン
州
立
大
学

の
パ
ー
カ
ー
総
長
が
、
「
日
本
の
碩
学
を
招
聘
し

て
日
本

の
こ
と
を
学
生
に
聴

か
せ
た

い
」
と
願

い
、
「
ど
う
し
て
も
招
聘
し
て

　
お
　

い
き
た
い
と
言

っ
た
人
が
原
田
」
で
あ

っ
た
と
い
う
。
欧
米
に
お
い
て
、
原
田

治
郎
が
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

オ
レ
ゴ
ン
州
立
大
学

の
日
本
美
術
講
座
は
盛

況
で
あ
り
、
学
内
外
か
ら
の
聴
講

希
望
者
が
予
定
人
数
を
大
幅
に
上
回

っ
た
の

で
、
大
学
側
は
講
堂
を

つ
か
っ
て

(14

V

対
処
し
た
。
大
学
で
の
講
義
期
間
を
終
え
た
後
も
、
米
国
各
地
の
大
学
や
博
物

館
で
日
本
美
術
に
つ
い
て
講
義
し
、
毎
回
大
勢

の
聴
衆
が
集
ま

っ
た
と
い
う
。

オ
レ
ゴ
ン
州
立
大
学
は
、
そ
の
翌
年
に

「満

場

一
致
」
で
原
田
に
名
誉
博
士
号

　
あ
　

を
授
与
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
で
原
田
が
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

の
ち
に
原
田
は
、
こ
の

一
連

の
講
演
記
録

に
加
筆
修
正
し
、
卜

O
鳶
§

恕

ミ

ミ

§

(
一
九
三
七
)
と
し
て
出
版
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
中

に
は
、
日
本
の
歴
史

・
文
化
遺
産
を
ア
メ
リ
カ
軍
の
空

爆
か
ら
守

っ
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
美
術
研
究
家

ウ

ォ
ー
ナ
ー

(い
き
ひq
α
o
コ

毛
⇔
毎
①ぴ

H。。
。。
緊
H
Φ芻
)
や
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
か
ら
帰
国
し
、
通
商
産
業
省

(現
経
済
産
業
省
)
の
設
立

に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
白
洲
次
郎

(
一
九
〇

ニ
ー

一
九
八
五
)
な
ど
と
親
し
く
交
流
し
て
い
た
と
い
う
。
戦
後
間
も
な
く
、

原
田
は
進
駐
軍
の
バ
ス

・
ツ
ア
ー
の
案
内
を
引
き
受
け
大
宮

の
盆
栽
村
を
訪
れ

　　

る
な
ど
、
日
米
交
流

の
実
践
者
で
あ

っ
た
。
そ
う
し
た
戦
後
の
活
動

の
な
か
で

も
特
に
目
を
引
く

の
は
、
博
物
館

に
お
け
る
実
務
レ
ベ
ル
で
の
渉
外
で
あ
る
。

一
九
五

一

(昭
和
二
十
六
)
年

に
開
催
さ
れ
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
日
本
古

　レ
　

美
術
展
で
の
活
躍
は
、
そ
の

一
例
と

い
え
る
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
の
デ

・
ヤ
ン
グ
記
念
美
術
館
で

一
九
五

一

(昭
和
二

十
六
)
年
九
月
六
日
か
ら
同
年
十
月
七
日
ま
で
講
和
記
念
と
し
て
開
催
さ
れ
た

「日
本
古
美
術
展
」
は
、
戦
後
最
初
の
海
外
展

で
あ

っ
た
。

一
九
五
〇

(昭
和

二
十
五
)
年

一
月
に
、
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
参
事
官
か
ら
当
時
の
首
相
吉
田
茂

に
依
頼
さ
れ
た
が
、
社
会
情
勢

に
鑑
み
、
日
本
政
府
は
断
り
の
意
向
を
示
し
た
。

し
か
し
翌
年
七
月

に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市

の
デ

・
ヤ
ン
グ
記
念
美
術
館
館
長

ウ
ォ
ル
タ
ー

・
ハ
イ
ル
は
、
そ
れ
以
前
に
渉
外
担
当
と
し
て
面
識

の
あ

っ
た
原

田
に
、
展
覧
会

の
開
催
を
直
接
要
請
し
た
。
交
渉
は
、

ハ
イ
ル
と

「原
田
事
務
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(
18
)

官
の
個
人
折
衝
」
で
進
め
ら
れ
、
展
覧
会
が
実
現
す
る
に
至

っ
た
。
展
覧
会
は
、

わ
ず
か

一
ヶ
月
と
い
う

「
こ
れ
ま
で
に
な

い
短
時
日
で
事
務
が
処
理
」
さ
れ
た

が
、
連
日
大
盛
況
と
な
り
、
「
こ
の
間
英
語

に
堪
能
な
原
田
事
務
次
官
や
金
子

技
官

(国
立
博
物
館
技
官
金
子
重
隆
、
筆
者
註
)
は
、
ほ
と
ん
ど
連
日
講
演
や
解

(
19
)

説
に
忙
殺
さ
れ
た
」
と
い
う
。
こ
の
日
本
古
美
術
展
覧
会
は
、
原
田
の
尽
力
に

よ

っ
て
実
現
し
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な

い
。

こ
の
頃
、
原
田
は
文
化
財
保
護
委
員
会
委

員
や
正
倉
院
審
議
会
委
員
、
そ
し

て
日
本
庭
園
協
会
の
評
議
員
を
務
め
、
さ
ら
に
国
内
で
開
か
れ
る
海
外
展
の
際

写真2皇 族の通訳を務めた原田治郎(提 供 原田俊夫氏)

に
は
皇
族

の
通
訳

に
従
事
し
て
い
る

(写
真
2
)。
こ
う
し
た
経
歴
か
ら
み
て
、

戦
後
の
日
本
美
術
業
界
に
お
い
て
原
田
の
存
在
が
そ
れ
以
前
よ
り
広
く
認
知
さ

れ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
九
六
三

(昭
和
三
十
八
)
年
七
月
二
十
五
日

に
没
し
、
そ
の
後
、
正
五
位

に
叙
せ
ら
れ
、動
…五
等
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

三

原
田
治
郎
の
日
本
庭
園
論

略
歴
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
博
覧
会
や
日
英
博
覧
会
、
そ
し

て
搴

鴨
§

9
ミ

Ω
§

鼕

鳴や
暴

鳴
⑦
ミ
ミ
o
誌
上
の
執
筆
な
ど
、
原
田
は
ア

メ
リ
カ
で
学
ん
だ
英
語
を
活
用
し
、
英
米
を
中
心
と
し
た
西
欧
諸
国
と
日
本
の

間
を
媒
介
す
る
役
割
を
担

っ
て
い
た
。
日
本
に
帰
国
し
て
以
降
は
、

一
九
三
五

(昭
和
十
)
年

に
オ
レ
ゴ

ン
州
立
大
学

か
ら
招
聘
さ
れ
名
誉
博
士
号
を
授
与

さ

れ
て
い
る

一
方
で
、
日
本
国
内
で
は
、
近
年
に
至
る
ま
で
原
田
治
郎
に
関
す
る

報
告
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
実
に
対
照
的
で
あ
る
。
日

本
国
内
外

で
下
さ
れ
た
評
価
の
ギ

ャ
ッ
プ
は
後

に
触
れ
る
こ
と
と
し
て
、
ま
ず

は
、
原
田
治
郎

の
庭
園
論
を
考
察
し

て
い
く
。
以
下

で
は
、
搴

恥
9

§

蕊

旦

ミ

§

の
内
容

の
う
ち
、
後

に
英
語
圏
に
お
け
る
日
本
庭
園
論

に
影
響
を

及
ぼ
し
た
諸
点
、
す
な
わ
ち
、
原
田
.に
よ
る
日
本
庭
園
の
特
徴
と
参
照
枠
に
関

す
る
議
論

の
分
析
を
試
み
た

い
。
搴

鴨
O
貸ミ
§
。・
旦

ミ

§

の
重
要
な
特
徴

の

一
つ
に
、
岡
倉
天
心
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
特

に
そ
の

点
に
注
目
し
、
岡
倉

に
依
拠
し
た
原
田
の
日
本
庭
園
論
が
同
時
代
の
庭
園
研
究

の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
は
英
語
圏

に
お
け
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る
日
本
庭
園
論
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
た
の
か
と
い
う
問
題
を
考
え
て

い
く
。
さ
ら
に
、
搴

僑
9

ミ
§
仂
ミ

ミ

§

に
収
め
ら
れ
た
画
像
を
取
り
上

げ
、
原
田
の
日
本
庭
園
論
が
い
か
に
視
覚
的

に
補
完
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
も

検
証
し
て
い
く
。
前
述

の
コ
ン
ド
ル
の
ト
§

謎
§

Q
9

ミ
町ミ
鑓

ミ

ミ

§

は
、
日
本
の
庭
園
の
画
像
を
体
系
的
に
欧
米

に
伝
え
た
も
の
と
し
て
は
も

っ
と

も
早
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

コ
ン
ド
ル
と
原
田
が
用
い
た
画
像
を
適
宜
比

較

し
、
日
本
庭
園

に
注

が
れ
た
眼
差
し

の
変
遷

に
お

い
て
、
原

田
の

憲

鳴

象

ミ
§
仂
9

蠧

§

の
担

っ
た
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

い
。

(
1
)

禅
と
茶
の
湯
～
屋
内
か
ら
の
眼
差
し
の
強
調

§

鳴
9

ミ
§
の
9

ミ

§

は
、
文
章
と
写
真
の
二
部
か
ら
成
る
が
、
文
章

は
本

書

全

体

の
約

四

分

の

一
で

残

り

の
大

部

分

は
庭

園

の
写

真

で
占

め

ら

れ

て

い

る

。

本

文

は

、

日

本

人

の

自

然

観

に

つ

い

て

論

じ

た

「
ぎ

肓
o
含

o
什δ
コ

(序

)
」

と

日

本

庭

園

の
通

史

を

記

述

し

た

「
田

ω
8

亳

(歴
史

)
」
、

そ

し

て

実

際

の

庭

作

り

の

実

践

書

と

し

て

の

性

質

の

強

い

「U
霞

Φ
お
三

ω
昌

げ
ω

o
{

乞
首
O
o
昌

○
鋤
『
創
①
⇒
ω

(様

式

の

種

類

)
」

と

「
O
霞

α
Φ
口
ω

勺
p
畧
ω

餌
昌
α

>
o
o
Φ
ω
-

ω
o
居
一Φ
ω

(庭

の
部

品

と
付
属

品
)
」
、

さ

ら

に
そ

れ

ら

を

総

括

し

た

「
O
o
5
0
一⊆
ω
一〇
昌

(結

論
)
」

の

全

五

章

か

ら

成

る

。

分

析

に

入

る

前

に
、

全

体

の
内

容

と

そ

の
参

照

枠

を

概

観

し

て

お

こ

う

。

歴

史

の

章

で

は

、

「
↓
o

Z
贄

9

勺
①
鼠
o
創

刈
。。
H
>
U

(奈

良

時

代

ま

で
)
」
、

「
団
①
貯
昌

勺
臼

一〇
α

刈
。。
卜。
-
目

。。
α

(平
安

時

代
)
」
、

「内
四
ヨ
①
評
霞

餌

勹
興
δ
◎

H
目
○。
守

H
ω
。。
α

(鎌

倉

時

代

)
」
、

「
Z
ロ
ヨ
ぴ
o
吋
9

げ
o

勺
①
『
一〇
創

お

ω
①
-
一
ω
⑩
ω
二

≦
霞

o
巨
甲

o
ぼ

勺
Φ
ユ
o
島

目
ω
罐

-
H
零

ω

(南

北

朝

時

代

・
室

町

時

代
)
」
、

「
竃

o
B

o
《
鋤
ヨ

①

℃
興

δ
自

嵩

譯

山

①
O
b。

(桃

山

時

代

)
」
、

「
国
島
o

℃
Φ
ユ
o
創

H
①
O
ω
山

。。
①
刈

(江

戸

時

代

)
」
、

「
ω
ぎ
o
Φ

夢

Φ

菊
o
ω8

轟

氏
o
コ

o
{
H
。。
①
。。

(明

治

維
新

以
降

)
」

の

七

つ

に

時

代

を

区

分

し

、

そ

れ

ぞ

れ

の
時

代

に

お
け

る
様

式

の
変

遷

が

説

明

さ

れ

て

い

る

。こ

の

よ

う

な

庭

園

の

通

史

が

最

初

に

著

さ

れ

た

の

は

、

一
八

八
九

(明

治

二

十

二
)
年

に
出

版

さ

れ

た
横

井

時

冬

(
一
八
五
九

-

一
九
〇

六

)

に

よ

る

『
園

芸

(20

)

考
』
で
あ

る
。
横
井

の
歴
史

叙

述

の
手

法

は
、

コ
ン
ド

ル

の
ト
§
魯
ら§
鳴

9

ミ
§
"薦

ミ

ミ

§

に
も
参
照
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

の
庭
園
研
究
に
お
い

て
も
、
更
新
さ
れ
な
が
ら
も
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。

一
方
、
「様
式

の
種
類
」

と

「庭

の
部
品
と
付
属
品
」

で
は
、

一
八
二
九

(文
政
十
二
)
年

に
刊
行
さ
れ

た
秋
里
籬
島
の

『築
山
庭
造
伝
』
か
ら
挿
絵
を
転
載
し
て
旦
ハ体
的
な
作
庭
法
に

つ
い
て
説
い
て
い
る
。
明
治
期
と
近
世
の
庭
園
書
を
そ
れ
ぞ
れ
参
考

に
し
な
が

ら
、
原
田
は
歴
史
や
作
庭
法
を
紹
介
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
参
考
資
料

や
全
体
の
構
成
か
ら
は
コ
ン
ド
ル
の
ト
§

駐
ら§
恥
9

§

ミ
鑓

ミ

ミ

§

と

の
共
通
点
が
多
く
見
出
せ
る
。
加
え
て
こ
の
時
期
に
は
、
造
園
学

の
成
立
に
伴

い
庭
園

に
関
す
る
書
物
の
出
版
が
相
次
ぎ
、
日
本
国
内
で
も
日
本
人
研
究
者
に

よ
る
庭
園
の
通
史
が
著
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く
。
す
で
に
コ
ン
ド
ル
の
著

作
が
出
版
さ
れ
、
さ
ら
に
庭
園

に
関
す
る
書
物
が
量
的
に
増
加
し
始
め
る
時
期

に
あ

っ
て
、
原
田
の
寒

魅
9

§

蕊

黛

ミ

§

は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
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し
得
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
取
り
組

む
上
で
重
要
な
鍵
と
な
る
の
が
、

岡
倉
天
心
の
茶

の
湯
論
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。

日
本
の
庭
園
史
を
捉
え
る
上
で
、
茶

の
文
化
が
重
要
な
要
素
で
あ
る
と

い
う

理
解
そ
の
も
の
は
近
世
の
庭

に
関
す
る
文
献

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
、

さ
ら
に
そ
れ
ら
を
参
考
資
料
と
し
た
も
の
に
明
治
時
代
に
は
コ
ン
ド
ル
や
横
井

時
冬
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
は
田
村
剛

(
一
八
九
〇
1

一
九
七
九
)
や
龍
居

(
21
)

松
之
助

(
一
八
八
四
-

一
九
六

一
)
な
ど
が

い
る
。
そ
れ
ら
の
庭
園
論
と
の
比

較
に
お
い
て
、
原
田
の
搴

Q
O
轟
§

譱

旦

蠧

§

の
特
徴
を
挙
げ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
茶
の
湯
の
み
を
単
独
で
扱
う

の
で
は
な
く
、
禅
と
の
連
結
と
し
て
捉

え
、
そ
れ
を
庭
園
史

の
画
期
と
み
な
し
た
点

で
あ
ろ
う
。
原
田
の
論
旨
を
要
約

す

る
と
、
鎌
倉

時

代

に
日

本

に
伝

わ

っ
た
禅

は
、
「9
①
色
①
ひq
き
8

①
民

お
山
口
Φ
目
①
耳

o
h
ω巨

冨

9
砕団

(簡
素
の
優
雅

さ
と
洗
練
)」
に
価
値

を
お
く
こ

と
を
説
き
、
そ
れ
は
室
町
時
代
ま
で
継
承
さ

れ
日
本
芸
術
の
す
べ
て
に
影
響
を

及
ぼ
し
た
と
い
う
。
原
田
は
茶
の
湯
を

「日
常
生
活
の
俗
事
の
中

に
存
す
る
美

し
き
も
の
を
崇
拝
す
る
こ
と
」
と
定
義
し
、
茶
の
湯
と
は
、
禅
の
影
響
を
集
約

し
た
日
々
の
実
践
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

こ
の
部
分
は
、
本
文
中
に
註
は
な

い
が
、
岡
倉
天
心

の
搴

軸
切
o簿

旦

憲
匙
の
冒
頭
に
あ
る

一
節
と
特
定

で
き

(22

)
る
。
岡
倉
が

「
わ
が
国
の
偉

い
茶
人
は
皆
禅
を
修
め
た
人
で
あ

っ
た
」
と
述

べ
、

か
れ
ら
が
茶
の
湯
を
通
じ
て
禅
の
精
神
を
日

々
の
生
活
に
導
入
し
た
と
い
う
理

解
を
示
し
た
部
分
を
引
用
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
禅
と
は
あ
ら
ゆ
る
も
の

に
ω三
げ
二
巨

(渋
み
)
を
与
え
た
と
し
て
、

渋
み
を

「文
化

に
精
通
し
た
人
間

(23
)

の

み

が

感

得

し

う

る
激

し

さ

の
な

い
謙

虚

な

厳

粛

さ

」

と

定

義

し

て

い

る

。

原

田

が

禅

と

茶

の

湯

の

結

合

を

画

期

と

み

な

し

て

い

た

こ

と

は

「
N
Φ
三
ω
8

》

8

ヨ
び
ヨ
Φ
α

≦
詳
げ

o
夢

興

・凶ω
ヨ
ω
り
ω
自

o
昌
ひq
妨

Φ
ω
け
9。
σ
一一曁

①
α

一房

①
罵

冒

o
o
亭
　ぬ
　

⇒
①
o
江
o
昌

髫
犀
ゴ

魯

匙
自

o
込
ミ
矯
毛
三

〇
げ

お

く
o
宣

鉱
o
昌
巴
δ
①
住

o
霞

ひq
鋤
a

①
づ

.

(禅
道

は
、

ほ

か

の
異

な

っ
た
教

え

・
イ
ズ

ム
と
も
混

交

し
、
茶

の
湯

と

と
も

に
そ

の

教

え

を
確
立

し

た
が
、

そ

れ

は
わ
れ

わ

れ

の
庭

を
大

き
く
変

革

し

た
。
)
」

と

い
う

一

文

に

端

的

に

示

さ

れ

て

い

る
。

単

に

「
N
①
づ
」

で

は

な

く

「N
Φ
艮
ω
ヨ

」

と

い

う

語

が

使

わ

れ

て

い

る

が

、

こ

れ

も

ま

た

岡

倉

の

著

作

に
依

拠

す

る
も

の

で

あ

る

。

原

田

は

さ

ら

に
、

禅

の
影

響

が

室

町

時

代

に
庭

に
具

現

化

さ

れ

た

と

し

て

次

の
よ

う

に

ま

と

め

て

い
る

。

山

一9

Φ
昌

o

些

①

ひq
①
a

Φ
ロ
ω

≦

①
同
①

ω
0

8

磊

叶
歪

0
8

α

鋤
ω

8

び
Φ

9
阜

目

貯
Φ
ら

℃
ユ
ヨ

霞

臣
団

ヰ

o
ヨ

毛

一けげ
o
暮

》

び
暮

5
0
≦

9

①
<

0
9。
ヨ

①

叶
o

び
①

ω
o

冨

達

o
昇

9
ω

8

げ
①

①
且

o
く
①
住

ヰ

9
β

≦
律
匡

づ

餌
ω

芝

Φ
尸

叶げ
二
ω

(25

)

o
O
Φ
巳
昌
ひq

黛。

づ
Φ
≦

①
螽

貯

9

巴
『

住
①
<
巴
o
b
目

①
導

●

(
そ
れ

ま

で
主

に
外

か
ら
鑑
賞

す
る

べ
く

作
庭

さ
れ

て

い
た
庭

園

は
、

こ
こ

で

屋
内

か
ら
も
享

受

す

る
よ
う

に
配

列

さ

れ
る

よ
う

に
な
り

、
庭

園
史

に

お
け

る

新

し

い
時

代

を
切

り
開

く

こ
と
と

な

っ
た
)

禅

・
茶
の
湯
と
の
結
合
は
、
庭
園
を
鑑
賞
す
る
側
の
視
点
の
移
動
の
契
機
と

な

っ
た
と

い
う
原
田
の
庭
園
観
が
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
以
前
、
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§

鳴
⑦
ミ
ミ
。
に
掲
載
さ
れ
た
↓
げ
①
冒
℃
き
Φ
ω⑦
O
碧
α
①
昌
と
い
う
記
事

の
中
で
、

原
田
は
日
本

の
庭
は
、
野
外
よ
り
も
屋
内

か
ら
の
鑑
賞
に
適
し
て
い
る
と
い
う

見
解
を
示
し
て
い
た
が
、
そ
こ
で
は
具
体
例
が
挙
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
屋
内
か

ら
鑑
賞
す
る
庭
園
と
は
何
を
指
す
の
か
、
ま

た
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
の
か
を

特

定

し

て

い
な

い
。

つ
ま

り

寒

恥

O
Q
ミ

§

。・

9

ミ

§

に

お

い

て

、

原

田

は

屋
内
か
ら
の
鑑
賞
法
の
成
立
と
禅
と
を
結
合

さ
せ
て
、
よ
り
旦
ハ体
的
に
画
像
を

伴

い
英
語
圏

の
読
者
に
示
し
た
こ
と
に
な
る
。

室
町
時
代

に
お
け
る
禅
と
茶
の
湯
の
結
合

の
重
要
性
は
、
さ
ら
に
、
江
戸
時

代
後
期
に
お
け
る
茶
の
湯
文
化
の
衰
退
と
明
治
時
代

に
お
け
る
復
活
と
い
う
歴

史
観

に
よ

っ
て
強
調
さ
れ
る
。
原
田
は
、
茶

の
湯
の
衰
退
を
特
徴
と
す
る
江
戸

時
代
を
室
町
文
化
と
対
峙
さ
せ
、
さ
ら
に
明
治
時
代

の
茶
の
湯

の
復
活
こ
そ
が

庭
園
に
お
け
る
日
本
の
独
自
性
の
維
持
を
可
能
に
し
た
と
論
じ
て
い
る
。
江
戸

時
代

の
特
徴
を
、
作
庭

が

「..8
甲
§
魯
、、
9
鼠

蹼
δ
ωけω
(茶
人
や
僧
侶
)」
か

ら

「ミ
ミ
祭
魯
斜

o『
σq
鋤
「住
①昌
興
ω
(庭
師
、
あ
る
は
植
木
屋
)」

の
手

に
渡

っ
た

こ
と
と
述

べ
、
桂
離
宮
が
築
造
さ
れ
て
以
後

は
、
そ
れ
ま
で
京
都

で
盛
ん
で
あ

っ
た
庭
園
文
化
が
江
戸

へ
移

っ
た
時
期
と
論
じ
て
い
る
。
作
庭
が

「茶
人
や
僧

侶
」
か
ら

「庭
師
」

へ
と
移
行
し
た
こ
と
を
、
原
田
が
い
か
に
捉
え
て
い
た
の

か
は
、
以
下

の

一
文
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。

犀

ヨ

餌
賓

σ
①

昌
0
8

自

げ
①
お

9

讐

什げ
①

o
げ
甲
ω
Φ
江

αq
霞

住
Φ
磊

Φq
鐔

伍
午

巴
ζ

蠢

昌

8

⇔
耳
庄

o
冨
=
けδ
ρ

<
巴
巳
く

8

b
《
ぎ
αq

9
①

o
葺

嘆

h
o
『
ヨ
ω

o
h

b
鋤
ω
け

目

霧

け臼

ρ

芝

津
げ
o
亘
け

⊆
嵩
α
臼

ω
鐙

昌
α
ヨ

ひQ

g

o
貯

ぎ

ロ
①
『

日

窪

亭

(
26
)

ぎ
ぴq
9

胤
貯
巴
ζ

Φ
p
臼
昌
αq

言

ω
け
興

Φ
o
な

冨

匹

宀
o
『
ヨ
巳

器

・

(茶

席

の
庭

は
次
第

に
人
工

化

に
陥

り
、

み
だ

り

に
過

去

の
名

匠

の
外

面

的

な

形

だ
け

を
内

な

る
意
味

を
理
解

す

る
こ

と
な

し

に
模
倣

し

、
最

終

的

に
定

型
化

さ

れ
る
結

果

と
な

っ
た
。
)

江
戸
時
代
後
期
の

「茶
人
や
僧
侶
」
か
ら

「庭
師
」

へ
の
移
行
が
、
庭
園
の

人
工
化
と
定
型
化
を
引
き
起
こ
し
た
と
論
じ
、
室
町
時
代
か
ら
の
変
化
、
あ
る

い
は
あ
る
種

の
断
絶
が
特
色
づ
け
ら
れ
る
。
室
町
時
代
に
熟
し
た
庭
園
文
化
が
、

江
戸
後
期
の
庭
師
達
に
は
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
原
田
の
理
解
が
読
み
取

れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
明
治
時
代
に
入
る
と
さ
ら
な
る
変
化
を
遂
げ

る
と
い
う
。

明
治
の
極
端
な
西
欧
化

へ
の
反
動
と
し
て
、

一
度
は
衰
退
す
る
茶

の
湯
の
文
化

が
復
活
し
た
と
述
べ
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

》

ω

曽

お

9
9

一〇
口

鋤
αq
巴

塁

け

言

け
o
×
一〇
9
江
○
口

≦
詳
げ

9

言

ひQ
ω

{
o
『
Φ
一ひQ
P

魯

融

ミ
o
吏
ミ

≦

①
ω

お

≦

<
Φ
F

≦

げ
け
げ

げ
Φ
言

Φ
α

8

お

け
巴

ロ

お

h
一昌
①
】β
Φ
耳

(
27
)

餌
昌
住

Z
言
b
o
口

富

ω
8

ヨ

o
霞

働q
g
a

窪

ω
・

(外

国

の
も

の
ご

と

へ
の
陶

酔

に
対

す

る
反

発

と
し

て
、

茶

の
湯

が
復

興

し
、

わ

れ
わ

れ

の
庭

の
高

雅

さ
と

日
本

ら
し

さ

を
維

持

し
続

け

る

こ
と

が

で

き
る

よ

う

に
な

っ
た
。
)
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原
田
に
と

っ
て
、
禅
と
結
び

つ
い
た
茶

の
湯
の
復
活
と
は
日
本
庭
園
の
独
自

性
の
再
確
保
あ
る
い
は
維
持
を
意
味
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
こ
の

よ
う
な
禅
と
茶
の
湯

の
関
係
性
を
特
化
す
る
原
田
の
庭
園
観
は
、
同
時
代
の
庭

園
研
究

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

(
2
)

原
田
の
庭
園
論
の
参
照
枠
～
岡
倉

天
心
の
茶
の
湯
論

表
1

「欧
文
に
よ
る
日
本
庭
園
に
関
す
る
図
書
」
は
、
鈴
木
誠
に
よ
る
資
料

を
基
に
、
筆
者
が
さ
ら
に
独
自

の
調
査
を
加

え
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の

(
28
)

時
代
に
出
版
さ
れ
た
お
お
よ
そ
の
傾
向
が
把

握
で
き
る
が
、
こ
の
表
を
基
に
庭

園
論
の
禅
に
関
す
る
記
述
の
系
譜
を
確
認
し

て
お
き
た
い
。

欧
米
人
に
よ
る
日
本
庭
園
論

の
中
で
、
ま
ず

コ
ン
ド
ル
の
著
作
で
は
、
茶
の

湯
の
影
響
の
み
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
禅

に

つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。

コ
ン
ド
ル
は
鎌
倉
時
代
の
項
目
に
仏
教

の
伝
来
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
禅

宗
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
く
、
室
町
時
代

の
項
目
で
の
茶
の
湯
に
関
す
る
記
述

に
も
禅
あ
る
い
は
仏
教
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
表
中
で
禅
に

関
す
る
記
述
が
英
語

で
確
認
で
き
る
の
は
、

一
九

一
〇
年
に
京
都
商
品
陳
列
所

か
ら
出
版
さ
れ
た
全
三
七
頁

の
§

§
ミ

9

ミ
N§

Q
で
あ
る
。
庭
園
の
項
目

は

わ

ず

か

三

頁

割

か

れ

て

い

る

に

過

ぎ

な

い
が

、

そ

の

中

に

「
↓
げ
Φ

ぎ
自
ニ
ー

Φ
昌
o
Φ

o
h
9

Φ

N
Φ
ロ

ω
Φ
9

0
h

じu
嘗
住
α
匡
ω
日

蝉
コ
α

o
h

↓
①
四

〇
①
『
①
日

o
昌
《

げ
Φ
σq
①
口

8

8
=

o
昌

9

Φ

σq
g
a

Φ
磊

9
⇒
自

σ
三
匡

ぎ
m
ρ

Φ
ω
O
Φ
o
一巴

ξ

ぎ

9

Φ

〉
ω
げ
貯
餌
ひq
四

国
蠢

.

(仏

教

の
禅

宗

と

お
茶

は
、

特

に
足

利

時

代

に
庭

や
建

築

物

に

影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
)
」
と
あ
る
。
先
述

の
よ
う

に
、
本
書
の
執
筆

に

は
、
名
古
屋
で
工
業
高
校

の
講
師
を
し
て
い
た
原
田
が
関
わ

っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か

っ
て
い
る
。
こ
の
箇
所

は

一
九

一
二
年

に
は
、
bU
器
=
↓
鋤
覧
自

に
よ
る

ξ

§

8
Q
9

§

諱

に
引
用
さ
れ
て

い
る
。
↓
⇔
覧
霞
以
降

は
、
原

田
の
寒

鳴

O
匙
ミ
§
。・
ミ

ミ

§

が
出
版
さ
れ
る
ま
で
の
間

に
は
、
旅
行
記
な
ど

に
日
本

庭
園
に
つ
い
て
触
れ
る
も
の
が
増
加
す
る
も
の
の
、
日
本
の
庭
園
史
を
扱
う
書

物
そ
の
も
の
が
減
り
、
禅
と
日
本
庭
園

の
関
係
性
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る

も
の
は
管
見
の
限
り
で
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
英
文
に
よ
る
日
本
庭
園

論
に
禅
が
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
原
田
以
降

の

一
九
三
〇
年
代
で
あ
る
。

原
田
以
降
の
英
語
文
献
に
お
け
る
禅
の
扱

い
に
つ
い
て
は
後
に
分
析
す
る
が
、

一
九
三
〇
年
代

に
出
版
さ
れ
禅
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
も
の
の
多
く
が
、
原
田

の
§

Q
9

§

蕊

駄

蠧

§

を
参
考
文
献
と
し
て
挙
げ

て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
国
内
の
庭
園
論
で
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
茶

の
湯
の
影
響

に
つ
い
て
は

す
で
に
近
世
の
庭

に
関
す
る
文
献
に
、

一
方
、
禅
の
影
響
は
、
明
治
時
代
に
横

井
時
冬
の

『園
芸
考
』
に
も
記
述
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
の
文
献
か
ら
も
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
二
〇
年
代

に
入
る
と
、
公
園
の
造
営
や
都
市
整
備

な
ど
実
質
的
な
問
題
を
課
題
と
し
た
造
園
学
の
成
立

に
関
心
が
集
中
し
、

一
九

二
五
年
に
造
園
学
会
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
造
園
学
を
扱
う
教
育
機
関
が
整
備

さ
れ
て
い
く
。
散
在
し
て
い
た
庭
園
の
資
料
の
収
集
や
整
理
が
行
わ
れ
て
い
き
、

一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら

一
九
三
〇
年
代

に
か
け
て
は
、
雑
誌
な
ど
媒
体
の
増

加
に
伴
い
、
造
園
学
と
い
う
領
域
を
超
え
て
、
日
本
庭
園
の
独
自
性
を
模
索
す
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　ふ

　

る
言
説
が
量
産
さ
れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
状
況
を
背
景

に
、
原
田
の
日
本
庭
園

論
は
執
筆
さ
れ
た
が
、
特
に
禅

の
影
響
が
特
化
さ
れ
て
い
く
言
説
が
増
加
す
る

一
九
三
〇
年
代
に
先
駆
け
て
英
語
で
出
版
さ
れ
た
と
は
い
え
、
同
時
代
的
な
思

潮
か
ら
突
出
し
た
も
の
と
は
い
え
な

い
。

こ
の
中
で
、
原
田
の
庭
園
論

の
特
徴
と
は
、
共
有
さ
れ
始
め
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
庭
園
観
を
、
岡
倉
の
茶

の
湯
論
を
換
骨
奪
胎
し

つ
つ
ブ

レ
ン
ド
し
、
そ

れ
を
英
語
で
論
じ
た
点
に
集
約

で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
庭
園
観
は
、
茶
庭
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る

一
節
に
よ
り
旦
ハ体
的

に
示
さ
れ
て
い
る
。

ω
o
目

①
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目
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①
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①
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①
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①
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①
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ε
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蝉
昌
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Φ
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づ
ひq

h
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Φ

ヰ

①
①
位
o
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9

讐

一鋤
団

ヨ

9

①

Φ
×
b
鋤
口
ω
Φ

　
　
　

げ
Φ
矯
o
口
9

.、
鋤
ω

ω
o

蝉
び
甘

o
o
R
=
β
①
三

①
α

o
口

σ
賓

O
評
①
犀
霞

鋤

●

(
ロ
)

は
引

用

者

)

(
(
イ

)
、

茶
室
の
庭

は
、
「人
里
を
離
れ
た
森
林
の
孤
独
の
う
ち
の
完
全
な
も

の
悲
し

さ
と
い
う
感
情
」
を
引
き
起

こ
す

べ
き
で
あ
る
と
説
く
た
め
に
、
原
田
は
こ
こ

で
岡
倉

の
§

Q
bu
o
審

黛

§
亀
の
中

の

「茶
室
」
の
章

で
用

い
ら
れ
た
二
つ

の
歌
を
孫
引
き
し
て
い
る
。

(イ
)
は
、
藤
原
定
家

の
作
、
千
家
流

に
伝

わ
る

と
さ
れ
る

「見
渡
せ
ば
花
も
も
み
じ
も
な
か
り
け
り
浦
の
と
ま
や
の
秋
の
夕
暮

れ
」
で
あ
り
、
(
ロ
)
は
宗

砌
の
連
歌
の
中

の

一
句
と
言
わ
れ
、
『茶
話
指
月

集
』
に
収
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る

「朧
月
夜
海
少
し
あ
る
木
の
間
か
な
」
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
の
庭
園
書
に
も
、
茶
庭
の
心
得
を
説
く
た
め
に
歌
や
俳
句
が
引
か
れ

て
お
り
、
事
実
、
(
ロ
)
の

「
朧
月
夜
海
少
し
あ
る
木
の
間
か
な
」
は
小
堀
遠

州
が
説
い
た
と
し
て
、
横
井
時
冬
の

『園
芸
考
』
の
他
、

コ
ン
ド
ル
を
含
む
国

内
外

の
庭
園
書

に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
(イ
)
の

「見
渡

せ
ば
～
」
を

引
用
し
て
い
る
庭
園
書
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
江
戸
時
代
の
俳
諧
師

で

『築
山
庭

造
伝
』
(
一
八
二
九
)
を
著
し
た
秋
里
籬
島
が

『茶
話
指
月
集
』

の
中

か
ら
引

用
し
た

「樫

の
葉
の
も
み
じ
ぬ
か
ら

に
ち
り

つ
も
る
奥
山
里
の
道

の
寂
し
さ
」

(
31
)

が
、
孫
引
き
さ
れ
る
こ
と
が
主
流
で
あ
る
。
秋
里
で
は
な
く
岡
倉

の
茶
室
論

に

依
拠
し
た
上
述

の

一
節
に
は
、
秋
里

の
系
譜
か
ら
外
れ
る
が
横
井

の
系
譜
は
継

承
す
る
要
素
と
、
岡
倉
天
心
の
茶
室
論
と
の
混
在
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
庭
園
書

で
は
こ
の
歌
は
引
用
さ
れ
る
の
み
で
、
具
体
的
な
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解
釈
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
原
田
は
、
岡
倉
天
心
の
言
葉
を

引
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
こ
れ
ら
の
歌
の
解

釈
を
特
定
し
た
。
岡
倉
か
ら
の
引

用
箇
所

の
=
　
ひq
臼
ヨ
ひq
鋤
ヨ
置

ωげ
①
α
o≦
く
脅
①
蝉
ヨ
ω
o
h
夢
Φ
冨
ωけ
(過
去
の
夢

の
中

を
さ
ま
よ

い
な

が
ら
)
や
、
げ
簿
ゴ
ぎ
αQ
ぎ

9
①
ω鬢
①①
叶
=
昌
o
o
⇒
ωo
δ
皿
ω-

口
Φ
ωω
(無
我
の
境
地
に
浸
る
)
と
い
う
表
現
が
示
す
の
は
、
過
去
と
現
在
を
わ

け
る
境
界
、
そ
し
て
無
意
識
と
意
識
を
わ
け
る
境
界
の
曖
昧
さ
で
あ
る
。
岡
倉

に
依
拠
し
、
茶
庭
と
は
、
境
界
に
よ

っ
て
分

断
さ
れ
得
な
い
心
象
を
も
た
ら
す

と
規
定
し
た
こ
と
は
、
原
田
の
庭
園
論
の
特

徴
と
い
え
る
。

岡
倉

は
、
茶

の
本
質
と
は
、
言
oo
ヨ
覧
Φ
8

(不
完
全
さ
)
の
崇
拝

で
あ
り
、

茶
室
と
は
、
想
像
力

の
作
用
に
よ

っ
て
完
成

へ
と
仕
上
げ
る
た
め
に
、
あ
え
て

未
完
成

の
ま
ま
に
残
し
て
お
く
の
で
あ
る
と
説

い
た
。
実
際
の
茶
室
と
人
の
想

像
力
と
の
境
界
が
溶
解
す
る
境
地

と
は
、
作
品

と
鑑
賞
者
と

の
餡
目
b
讐
ξ

(共
感
)
と
o
o
日
日
⊆
三
〇
コ
(交
流
)
が
根
幹

を
成

す
岡
倉
天
心
の
日
本
美
術
観

(32
)

に
も
通
じ
て
い
る
。
岡
倉
に
よ
る
鑑
賞
者
の
想
像
力
が
作
品
の

一
要
素
で
あ
る

と
い
う
茶
の
湯
論
を
踏
襲
し
、
禅
と
茶
の
湯

の
結
合
に
よ
る
…鑑
賞
者
の
視
点
の

移
動
を
庭
園
史
の
重
要
な
転
換
と
み
な
す
点

こ
そ
が
、
原
田
の
庭
園
論

の
特
徴

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
先

に
み
た
原
田
に
よ
る

「外

か
ら
鑑
賞
さ
れ
て
い
た
庭
が
、
内
か
ら
鑑
賞

す
る
対
象
と
な
り
庭
園

の
発

展
を
切

り
開

い
た
」
と

い
う
解

釈

と
、
岡

倉

天
心

の
寒

鳴
§

毳

旦

ミ
Q

麌

味
(『東
洋
の
理
想
』
)
の
最
後
の

一
節
と

の
親
縁
性
が

一
つ
の
可
能
性
と
し

て
思

い
浮

か

ぶ

ー

<
8
けo
亳

ヰ
o目

芝
津
三
P

o
「
餌
ヨ
粛
算
図
創
①
畧
ゴ

鬢
津
ぽ
o
旨

●

(内

か
ら

の
勝
利

か
、

し

か
ら
ず

ん
ば

、

外

か
ら

の
強
力

な
力

に
よ

る
死

(
33
)

あ
る
の
み
)」
。
岡
倉
は
こ
の

一
節
に
、
イ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
諸
国
の

発
展

の
あ
る
べ
き
姿
を
集
約
さ
せ
た
。
ア
ジ
ア
の
発
展
と
は
、
外
的
圧
力
に
よ

る
の
で
は
な
く
内
発
的
で
あ
る
べ
き
だ
と
、
簡
潔
に
し
て
詩
的
に
説

い
た
箇
所

で
あ
る
。
そ
う
し
た
岡
倉
に
よ
る
ア
ジ
ア
の
内
発
的
発
展
史
観
と
、
原
田
に
よ

る
庭
園
の
発
展
史
と
の
表
現
上
の
類
似
は
興
味
深

い
。
「内
か
ら
の
勝
利
」
を
、

「内
か
ら
の
鑑
賞
態
度
」

へ
と
換
骨
奪
胎
し
、
禅

と
茶

の
湯
そ
し
て
渋
み
の
結

合
を
、
「内

か
ら
」

の
勝
利
と
発
展
の
原
動
と
示
唆
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
可
能
性
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

以
上
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
次
に
寒

Q
9
§

蕊

亀

ミ

§
所
収
の
画
像

を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
先
述

の
と
お
り
、
本
書
は
全
体

の
四
分
の
三
を
写
真

で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
本
文
の
内
容
を
補
完
す
る
独
特
の
ア
ン
グ
ル
で
撮
ら
れ

た
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
画
像
は
、
欧
米
諸
国
に
お
け
る
日
本
庭
園
観

に
ど

の
よ
う
に
作
用
し
た
の
か
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
、

搴

鳴
9

§

毳

ミ

ミ

§

の
画
像
の
分
析
を
試
み
よ
う
。

四

原
田
治
郎
の
画
像
の
特
徴

写
真
の
な
か
の
日
本
庭
園

庭
園
を
対
象
と
し
た
写
真
が
果
た
す
役
割
は
、
そ
の
状
態
を
記
録
し
た
り
伝

達
す
る
と
い
う
機
能
だ
け
で
な
く
、
そ
の
時
代

の
見
方
の
傾
向
や
鑑
賞
の
位
置
、

そ
し
て
そ
れ
ら
を
規
定
す
る
価
値
体
系
を
も
映
し
出
す
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う

な
関
心
に
立
脚
し
、
以
下
で
は
、
原
田

の
§

鳴
9

ミ
§
⑦
9

ミ

§

に
収
録
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写真3龍 安寺庭 園(Harada,1928)

さ
れ
た
写
真
に
検
討
を
加
え
て
い
き
た

い
。

原
田
の
著
作
の
以
前
に
は
、
日
本

庭
園

の
写
真
は
、
ま
ず
欧
米
で
開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会

で
展
示
さ
れ
て
い
る

が
、
最
も
体
系
化

さ
れ
た
も

の
は
、

コ
ン
ド

ル
の
ト
§
謎
ら愚
鴨
曾

ミ
§
"薦

ミ

ミ

§

に
ω
⊆
b
皀
①
ヨ
Φ
暮

(付
録
)
と
し

て

つ
け
ら
れ
た
別
冊

の
写
真
集

で

あ
る
。

コ
ン
ド
ル
以
降
は
、
欧
米
人
に
よ
る
日
本
庭
園
に
関
す
る
記
述
に
写
真

を
提
供
し
た
も
の
は
少
な
く
、
写
真
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
で
も
、

コ
ン
ド

(34
)

ル
の
著
作
か
ら
の
転
用
が
多

い
。

一
方
、
原

田
の
搴

Q
9

§

蕊

亀

ミ

§

 は
、
西
欧
に
日
本
庭
園
の
写
真
を
紹
介
す
る
点
で
は
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
も
、

写真4醍 醐寺三宝院庭 園(Harada,1928)

対
象
と
す
る
庭
園
の
選
択
や
被
写
体
を
と
ら
え
る
ア
ン
グ

ル
、

ま
た
構
図
や
光

の
取
り
入
れ
方
な
ど
の
点
に
お
い
て
コ
ン
ド

ル
と
の
大
き
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ま
で

西
欧
に
お
け
る
日
本
庭
園

の
見
方
を
定
式
化
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
コ
ン
ド
ル
の
画
像

の
提
示
法
を
適
宜
参
照
し

つ
つ
、

原
田
の
庭
園
写
真
の
提
示
法
を
論
じ
て
い
き
た

い
。
最
後
に
、

原
田
の
画
像

の
全
体
的
な
特
徴
を
ま
と
め
た
上
で
、

コ
ン
ド

ル
と
原
田
が
共
通
し
て
選
ん
だ
鹿
苑
寺

(金
閣
寺
)
庭
園

と

岡
山
の
後
楽
園
の
写
真

に
検
討
を
く
わ
え
て
い
く
。

(1
)
眼
差
し
の
変
遷
～

コ
ン
ド
ル
の
画
像
と
の
比
較

原
田
の
搴

鴨
O
匙
ミ
§
的
9

ミ

§

の
写
真

の
特
徴

は
、

本
文
に
呼
応
す
る
撮
影
地
点
と
画
面
構
成
に
あ
る
。
茶
の
湯

と
禅
の
結
合
を
Z
首
0
8

↓
霧
8

(日
本
ら
し
さ
)
と
み
な
し
、
そ
の
成
立
が

室
内
か
ら
鑑
賞
す
る
庭
園
を
誕
生
さ
せ
た
と
い
う
論
旨

に
応
じ
て
、
多
く
の
京

都
の
庭
園
が
作
庭
例
と
し
て
選
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
写
真
に
共
通
し
て

み
ら
れ
る
の
は
、
室
内
を
思
わ
せ
る
撮
影
地
点
と
、
庭
園
を
真
正
面
か
ら
で
は

な
く
斜
め
の
方
向

か
ら
捉
え
る
ア
ン
グ

ル
、
そ
し
て
後
景
に
焦
点
を
合
わ
せ
前

景
の

一
部
を
接
写
す
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
を
も

っ
た
搴

鳴

9

§

蕊

黛

ミ

§

の
写
真
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た

の

だ

ろ

う

か
。
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室
町
時
代

の
作
庭
例
と
し
て
収
め
ら
れ
た
龍
安
寺
庭
園
の
写
真
を
み
て
み
よ

う

(写
真
3
)。
龍
安
寺
は

一
四
五
〇

(宝
徳
二
)
年

に
細
川
勝
元
に
よ

っ
て
細

川
氏

の
菩
提
寺
と
し
て
建
立
さ
れ
た
が
、
築

地
塀
で
囲
ま
れ
た
約
百
坪
の
方
丈

南
縁

の
庭
で
知
ら
れ
て
い
る
。

一
面
に
白
砂

が
敷
か
れ
、
そ
の
上

に
大
小
十
五

個
の
庭
石
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
写
真
3
は
方
丈
の
前
庭
を
、
真
正
面
か
ら

で
は
な
く
右
斜
め
か
ら
撮
影
し
た
も

の
で
あ
り
、
「虎
の
子
渡
し
」
や

「九
山

八
海
」
そ
し
て

「神
仙
五
島
」
と
も
言
わ
れ
る
五
群
の
庭
石
の
左
右
非
対
称
性

が
強
調
さ
れ
る
ア
ン
グ

ル
で
あ
る
。
写
真
の
左
側
手
前
か
ら
は
、
石
庭
と
建
物

写真5南 禅寺方丈庭園(Harada,1928)

の
境
界
が
放
射
線
状
に

の
び
て
お
り
、
建
物
側

を
撮
影
地
点
と
し
て
、

低

い
目
線
で
撮
ら
れ
て

い
る
。
視
線
は
白
砂

の

上
を
対
角
線
上
に
誘
導

さ
れ
、
撮
影
地
点
が
あ

た
か
も
縁

の
延
長
線
上
、

つ
ま
り
方
丈
の
建
物
内

に
位
置
し
て
い
る
か
の

よ
う
な
効
果
を
生
み
だ

し
て
い
る
。

龍
安
寺
で
示
唆
さ
れ

た
屋
内
か
ら
の
眼
差
し
は
、
醍
醐
三
宝
院
と
南
禅
寺
方
丈
の
写
真

に
明
示
さ
れ

て
い
る
。
桃
山
時
代
の
作
庭
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
京
都
醍
醐
寺

の
三
宝
院
庭

園

(写
真
4
)
は
、
平
安
時
代
の
寝
殿
造
り
を
模
し
て
造
営
さ
れ
て
い
る
が
、

庭
の
中
心
に
位
置
す
る
蓬
莢
島
と
瀛
洲
島
を
屋
内
か
ら
眺
め
る
よ
う

に
撮
影
さ

れ
て
い
る
。
画
面
の
左
半
分

の
屋
内
は
暗
く
、
画
面
の
右
半
分
を
占
め
る
景
観

は
自
然
光
に
よ

っ
て
照
ら
さ
れ
て
お
り
、
屋
内
外
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
際
だ

っ

て
い
る
。
ま
た
画
面
の
左
上
の
屋
根
の
ひ
さ
し
と
画
面
下
方

の
方
丈

の
縁
は
、

方
丈
の
内
側
か
ら
撮
ら
れ
た
こ
と
を
も
の
語
る
。

建
物
側

か
ら
注
ぐ
眼
差
し
と
明
暗

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
南
禅
寺
方
丈
庭
園

の
写
真
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
南
禅
寺

は

一
二
九

一

(正
応
四
)
年

に

禅
院
と
し
て
創
築
さ
れ
た
が
、
現
在

の
方
丈

は

一
六

=

(慶
長
十
六
)
年

に

清
涼
殿
を
移
築
し
た
も
の
で
あ
り
、
き

Q
9

ミ
§
の
9

ミ

§

に
は
江
戸
を

代
表
す
る
庭
園
と
し
て
選
出
さ
れ
て
い
る
。
写
真

5
に
は
、
築
地
塀
に
沿

っ
て

置
か
れ
た

「虎

の
子
渡
し
」
と
し
て
知
ら
れ
る
景
石
と
、
楓
と
松
そ
し
て
椿
と

サ
ツ
キ
の
丸
刈
り
込
み
が
右
斜
め
の
方
向

か
ら
撮
影
さ
れ
て
い
る
。
真
正
面
か

ら
左
右
対
称
に
捉
え
る
ア
ン
グ
ル
の
忌
避
と
、
画
面
前
景
の
陰
影
と
後
景
の
自

然
光
と
い
う
明
暗

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
強
調
は
、
室
内
外
の
差
異
と
庭
園
の
奥

行
き
を
よ
り
明
示
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
。

寒

Q
象

き

義

旦

ミ

§

の
画
像
の
選
出
と
画
面
構
成
の
特
徴
は
、
コ
ン

ド
ル
の
付
録
に
所
収
さ
れ
て
い
る
画
像
と
比
較
す
る
と
よ
り
明
確
に
み
え
て
く

る
。

コ
ン
ド
ル
の
付
録
に
は
、
日
本
全
国
か
ら
三
十
三
ヶ
所
の
写
真
が
順
不
同
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で
綴
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
原
田
が
京
都
の
庭

を
多
く
挙
げ
た
の
に
対
し
て
、

コ

ン
ド

ル
が
挙
げ
た
京
都
の
庭
は
、
京
都
御
所

と
金
閣
寺
、
銀
閣
寺
そ
し
て
西
本

願
寺
滴
翠
園
の
わ
ず
か
四
ヶ
所

の
み
で
あ
る
。
コ
ン
ド
ル
は
、
執
筆
当
時
、
等

持
院
や
西
芳
寺
そ
し
て
龍
安
寺
や
清
水
寺
な
ど
京
都
の
庭
園
が
荒
廃
し
て
い
る

　お
　

 と
述

べ
て
お
り
、
京
都
に
比

べ
て
状
態
が
良
好
で
あ

っ
た
東
京
の
庭
園
を
中
心

に
写
真
が
扱
わ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
原
田
が
本
文
に
呼
応
し
た
画
像

を
選
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、

コ
ン
ド
ル
の
場
合
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

本
文
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
松
島
や
琵
琶
湖
と
い
っ
た
自
然

の
風
景
が
含
ま

写真7向 島百花園(Conder,1893)

れ
て
い
る

一
方
で
、
西
芳
寺
や
龍
安
寺
な
ど
本
文
中

で
触

れ
ら
れ
な
が
ら
も
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
庭
も
あ
る
。

選
択
さ
れ
た
庭
園

の
違
い
に
続

い
て
、
原
田
と
コ
ン
ド

ル
の
画
像
の
構
図
を
比
較
し
て
み
た
い
。
原
田
の
画
像
が

明
暗
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
や
左
右

の
非
対
称
性
が
強
調
さ
れ

て
い
た
の
に
対
し
て
、

コ
ン
ド
ル
の
写
真
は
、
そ
れ
と
は

対
照
的
に
庭
の
全
景
を

一
望
す
る
パ
ノ
ラ
マ
風
の
構
図
が

用

い
ら
れ
て
い
る
。
堀
田
邸
庭
園

(写
真
6
)
や
向
島
百

花
園

(写
真
7
)
の
よ
う
な
全
体
を
俯
瞰
す
る
ア
ン
グ

ル

は
、
特
に
被
写
体
が
大
規
模
な
回
遊
式
庭
園
な
ど
の
場
合
、

敷
地
の
広
大
さ
を
伝
え
る
意
味
で
適
し
て
い
る
。
照
明
に

関
し
て
は
、
被
写
体
に
は
全
方
向
か
ら
ま
ん
べ
ん
な
く
光

が
あ
た
り
、
庭
園
に
配
置
さ
れ
た
樹
木
や
灯
籠
、
そ
し
て

橋
や
石
な
ど
が
識
別
し
や
す

い
。
し
か
し

一
方

で
、
拡
散
す
る
自
然
光
が
庭
園

の
配
置
物
を
均
等
に
照
ら
し
て
い
る
た
め
、
画
像
上
に
陰
影
が
生
じ
ず
、
結
果

と
し
て
写
真
か
ら
は
庭
園
の
奧
行
き
や
遠
近
感
が
伝
わ
り
に
く
い
。
代
わ
り
に
、

写
真
中

の
対
象
物
は
平
坦
に
写
し
出
さ
れ
、
風
景
は
水
平
に
広
が

っ
て
い
く
よ

う

に
み
え
る
。
さ
ら
に
庭
園

の
全
景
を
写
し
出
そ
う
と
す
る
構
図
か
ら
は
、
撮

影
地
点
が
、
庭
園
の
敷
地
上
、

つ
ま
り
野
外
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
。

次
に
、
原
田
の
画
像
に
は
ほ
と
ん
ど
人
物
が
写
さ
れ
て
い
な
い
が
、

一
方
の

192



欧米 におけ る日本庭園像 の形成 と原 田治郎のTheGardensofノ穡an

コ
ン
ド
ル
の
画
像

に
は
人
物
が
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
写
真
中
の
人
物

は
、

コ
ン
ド

ル
や
撮
影
者
の
指
示
に
よ

っ
て
意
図
的

に
配
置
さ
れ
た
の
か
否
か

を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
こ
に
は
二
つ
の
役
割
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
被
写
体

の
ス
ケ
ー
ル
を
明
示
す
る
と
い
う
役
割

で
あ
る
。
明
治
期
に

は
、
古
社
寺
や
建
築
物
を
撮
影
す
る
際
に
、
被
写
体
の
大
き
さ
を
伝
え
る
基
準

と
し
て
人
物
が
意
図
的
に
配
置
さ
れ
た
と
い
う
。
従

っ
て
そ
の
習
慣
が
、
庭
園

の
撮
影

に
応
用
さ
れ
、
庭
園
の
規
模
を
記
録

す
る
た
め
に
人
物
が
置
か
れ
た
可

能
性
が
あ
る
。
二
つ
に
は
、
被
写
体
で
あ
る
庭
園
が
、
実
際

に
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
る
の
か
を
伝
え
る
と
い
う
役
割
で
あ
る
。
堀
田
邸

の
橋
の
上
に
立

つ

人
物

(写
真
6
)
や
向
島
百
花
園

の
ベ
ン
チ

に
座
る
人
々

(写
真
7
)
か
ら
は
、

庭
園
内
の
橋
が
使
わ
れ
て
い
る
様
子
が
窺
え

る
。
こ
れ
ら
の
写
真
は
、
大
き
さ

を
捉
え
る
記
録
と
し
て
の
役
割
と
、
実
用
面

や
風
俗
を
伝
え
る
役
割
を
果
た
し

写 真8天 龍 寺庭園(Harada,1928)

得

る

と

考

え

ら

れ

る
。

(
2
)
原
田
の
画
面
構
成
と
広
重
の
構
図
の
比
較
試
論

以
上
の
よ
う
に
、
原
田
と
コ
ン
ド
ル
の
画
像
は
対
照
的
な
性
質
を
有
し
て
い

る
が
、
さ
ら
に
原
田
の
画
像
の
構
図
に
つ
い
て
の
分
析
を
試
み
た

い
。
特
に
、

明
暗
を
強
調
す
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

に
加
え
て
、
構
図
の
上
で
も
前
景
と
後
景
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
強
調
す
る
と
い
う
点
を
み
て
み
た
い
。
京
都
嵐
山
の
天
龍
寺

は
、

=
二
四
〇

(興
国
元
)
年
に
夢
窓
国
師
を
開
山
と
し
て
建
立
さ
れ
た
臨
済

宗
天
龍
寺
派
の
大
本
山

で
あ
る
が
、
南
北
朝
時
代
の
例
と
し
て
選
出
さ
れ
た
天

龍
寺

の
庭

の
写
真

に
は
、
局
所
拡
大
的
な
画
面
構
成
が
顕
著
で
あ
る

(写
真

8
)。
写
真
8
は
、
後
景

の
大
方
丈
に
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
る

一
方
、
前
景

の

樹
木
が
接
写
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
画
面
を
垂
直

に
貫
通
す
る
樹
木
の
陰
影
と
、

図1『 名所 江戸百景 』「上野 山内月の まつ」

(座右宝 刊行会編 『浮世絵 大系17「 名所 江戸

百景(二)」 』集英社,1976)
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自
然
光
が
ま
ぶ
し
く
反
射
す
る
中
景

の
曹
源
池
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
見
る

者
の
視
界
を
断
絶
す
る
よ
う
な
画
面
を
成
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
画
面
構
成
は

天
龍
寺
以
外
に
も
§

鳴
曾

ミ
§
の
ミ

ミ

§

に
多
く
見
出
せ
る
が
、
こ
こ
に

は
歌
川
広
重
の

『名
所
江
戸
百
景
』
に
特
徴

的
な
画
面
構
成
と
の
親
縁
性
が
う

か
が
え
る
。
原
田
は

一
九
二
九

(昭
和
四
)
年
に
↓
冨

ω
ε
臼
o
社
か
ら
出
版
さ

れ
た
鶤
.こ
罫
暗
鳴
と
い
う
広
重
の
画
集
の
解

説
執
筆
者
で
も
あ
る
が
、
そ
の
こ

と
と
、
独
特
な
ア
ン
グ
ル
に
は
何

か
関
連
性
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
画
面
上
の
類
似
性
の
検
証

に
は
、
ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム
の
状
況
下

で
、
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
達
と
北
斎
や
広
重
の
空
間
表
象

に
対
す
る
志
向
を
検
証

(
36
)

し
た
稲
賀
繁
美
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
方
法
論
上
の
困
難
が
伴
う
。
方
法

論
的
に
は
、
二

つ
の
画
面
構
成
を
記
述
す
る

こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
が
、
広
重

の
構
図
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
原
田
の
提
示

し
た
画
像
の
持
ち
得
た
意
義
を
こ

の
類
似
性
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
写
真

8
の
よ
う
に
、
接
写
さ
れ
た
前
景

に
陰

影
が
生
じ
、
木
立
の
隙
間

か
ら
明
る
く
広
が

っ
て
い
く
後
景
を
覗
き
込
ん
で
い

る
か
の
よ
う
な
構
図
は
、
図
1
の
広
重
の

「上
野
山
内
月

の
ま
つ
」
(『名
所
江

戸
百
景
』)
に
み
ら
れ
る
構
図
と

の
類
似
性

が
見

い
だ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
広

重
を
想
起
さ
せ
る
画
面
構
成
の
多
用
は
、
パ
ノ
ラ
マ
的
な
視
点
や
左
右
対
称
性

の
忌
避
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
浮
世

絵
的
な
構
図
は
、
既
に
後
期
印
象
派
を
通
じ

て
西
欧
に
お
け
る
日
本
美
術
の
特

徴

と
し

て
定
着

し

た
も

の
で
あ

っ
た

こ

と
か
ら

も
、
搴

鴨
9

ミ
§
的
亀

ミ

§

の
写
真
は
、
記
録
の
伝
達
だ
け
で
な
く
、
美
術
の
文
脈
に
も
符
合
す
る

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
広
重
な
ど
の
浮
世
絵
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、

今
後
さ
ら
に
調
査
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
可
能
性
を
検
討
す
る
た
め
に
、
以
下

の
コ
ン
ド
ル
と
の
比
較
で
も
随
時
広
重
の
構
図
を
参
照
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

(
3
)
鹿
苑
寺

(金
閣
寺
)
庭
園
と
岡
山
後
楽
園
の
画
像
分
析

以
上
の
よ
う
に
、
室
内
あ
る
い
は
縁
側
な
ど
屋
内
を
思
わ
せ
る
撮
影
地
点
や
、

左
右
を
非
対
称
的

に
捉
え
る
ア
ン
グ
ル
、
そ
し
て
前
景

の

一
部
を
接
写
し
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
あ
え
て
崩
壊
さ
せ
る
か
の
よ
う
な
構
図
が
搴

鳴
9

§

蕊

駄

蠧

§

に
は
多
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
構
図
は
、
室
町
期

の
作
庭

か
否
か
と
い
う
時
代
性
、
あ
る
い
は
回
遊
式
か
枯
山
水

か
と
い
う
様
式
、
ま
た

規
模
の
大
小
な
ど
の
差
異
を
超
え
て
共
通
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に
、
最
後

に
、

コ
ン
ド
ル
と
原
田
が
共
通
し
て
選
出

し
た
金
閣
寺
庭
園
と
岡
山
後
楽
園
の
写
真
を
比
較
し
て
み
た
い
。
そ
の
比
較
を

通
じ
て
、

寒

Q
9

ミ
§
⑦
旦

ミ

§

の
視
覚
情
報

の
性
質
を
特
定
し
得
る
で

あ
ろ
う
。

通
称
金
閣
寺

で
知
ら
れ
る
鹿
苑
寺
は
、

=
二
九
七

(応
永
四
)
年

に
足
利
義

満
が
、
鎌
倉
時
代

の
西
園
寺
公
経

の
山
荘
跡

に
建
て
た
京
都
の
北
山
に
位
置
す

る
別
邸
だ
が
、
こ
の
庭

は
、
金
箔
を
施
さ
れ
た
楼
閣
建
築

の
舎
利
殿

「
金
閣
」

の
前
面
の
鏡
湖
池
を
大
海
と
見
立
て
、
後
方

の
衣
笠
山
を
借
景
と
し
て
取
り
入

れ
て
い
る
。

コ
ン
ド
ル
の
付
録
の
金
閣
寺
庭
園

の
写
真

(写
真
9
)
は
、
鏡
湖

池
を
挟
ん
で
金
閣
の
対
岸
か
ら
撮
影
さ
れ
て
い
る
。
写
真
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
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し
た
金
閣
の
前
側
面
と
左
側
面
に
は
同
等
量

の
光
が
当
た

っ
て
お
り
、

一
見
す

る
と
真
正
面
か
ら
撮
影
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
陰
影
が
ほ
と
ん
ど
な

い
。
そ
の
た

め
、
楼
閣

の
立
体
感
が
わ
か
り
に
く
く
、
後
方

の
樹
木
と
前
方
の
島
と
金
閣
と

の
距
離
感
が
把
握
し
に
く
い
。
写
真

に
は
、
鏡
湖
池
に
浮
か
ん
だ
船
に
立

つ
漕

ぎ
手
と
、
金
閣
の
二
層
目

(潮
音
洞
)
に
佇

む
人
物
が
写
し
出
さ
れ
て
い
る
。

船
と
漕
ぎ
手
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

は
鏡
湖
池
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

得
た
の
か
が
、
そ
し
て
楼
閣

の
人
物
か
ら
は
建
物
の
尺
度
が
う
か
が
え
る
。

一
方
、
寒

Q
9

ミ
§
の
9

ミ

§

の
金

閣
寺
は
、
鏡
湖
池

の
対
岸
か
ら
撮

写真9金 閣寺庭 園(Conder,1893)

影
さ
れ
て
い
る
が
、
岸
の
土
が
画
面
の
半
分
を
占
め
て
お
り
、
光
が
反
射
す
る

池
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
生
じ
て
い
る

(写
真
10
)。
画
面

の
ほ
ぼ
中
央
に
は

陰
影
の
あ
る
細
木
が
垂
直
に
貫
通
し
て
い
る
が
、
金
閣
の
右
横

の
桜
の
木

に
は

細
木
が
倒
れ
か
か
っ
て
お
り
、
三
角
形
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
写
真
に
関
し
て

も
、
先
に
述

べ
た
よ
う
な
広
重
的
な
構
図
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
樹
木

の
な
す
三
角
形

の
先

に
風
景
が
広
が
る
と
い
う
構
図
は
、
広
重
の

『木
曾
海
道
六
拾
九
次
』

の

「伏
見
」
(図
2
)
と
重
な

っ
て
く
る
。
前
景
に
視

界
を
遮
る
か
の
よ
う
な
茂
み
や
樹
木
が
配
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
ま
る
で

写真10鏡 湖池 の対岸 か ら撮影 した金閣寺(Harada,1928)

図2「 木曾海道六拾九次之内 伏見」(座右宝刊行会編

『浮世絵大系15「木曾海道六拾九次」』集英社,1975)
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対
岸

の
楼
閣
を
木
陰
か
ら
覗
き
込
む
よ
う
な
構
図
を
生
み
出
し
て
い
る
。
焦
点

が
楼
閣
に
絞
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
陰
影
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
と
相
ま

っ

て
、
撮
影
地
点
か
ら
の
距
離
感
が
際
立
ち
、
立
体
的
な
印
象
を
生
み
だ
し
て
い

る
。金

閣
寺
の
画
像
に
み
ら
れ
る
特
徴
は
、
時
代
も
様
式
も
異
な
る
岡
山
後
楽
園

の
画
像
か
ら
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
回
遊
式
庭
園

で
あ
る
岡
山
後
楽
園
が
岡
山
城

の
後
庭

と
し

て
完
成
し
た
の
は
、

一
七
〇

一

(元
禄
十
四
)
年
で
あ

っ
た
。

一
万
七
千
百
坪

に
も
及
ぶ
敷
地

に
は
芝
が
敷

か

れ
て
お
り
、
物
見
台
を
か
ね
た
唯
心
山
と
い
う
築
山
の
あ
る
南
と
花
葉
池

の
あ

る
西
庭
、
そ
し
て
ソ
テ
ツ
園
が
位
置
す
る
中

央
と
花
交
の
池
の
東
庭

の
三

つ
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
園
内

の
南
西
に
あ
る
月
見
橋
や
東
方
の
薬
草
園
、
中

央
の
池
泉
に
あ
る
釣
殿
を
も
つ
御
野
島
、
南

に
は
酒
宴

の
た
め
の
流
店
な
ど
、

実
際
に
人
び
と
に
使
わ
れ
て
い
た
…機
能
を
現
在
ま
で
残
し
て
い
る
。

コ
ン
ド
ル
の
ω
唇
皀
Φ
8
①
暮
の
岡
山
後
楽

園
の
写
真

で
は
、
岡
山
城
天
守
が

画
面
の
中
央

に
借
景
と
し
て
配
置
さ
れ
、
手
前
の
池
泉
に
は
、
砂
敷
と
松
と
雪

見
灯
籠
を
置

い
た
中
島
が
浮

い
て
い
る

(写
真
11
)。
画
面
全
体
に
光
が
射
し

て
い
る
と
同
時
に
、
画
面
手
前
の
中
島
と
池
泉
に
は
よ
り
強
く
光
が
射
し
て
い

る
た
め
、

コ
ン
ド
ル
の
写
真
の
多
く
と
同
様

に
、
識
別
は
し
や
す
い
が
対
象
物

の
立
体
感
が
把
握
し
に
く
い
。
こ
の
写
真
で
は
、
中
島
の
右
側
に
岸
か
ら
訪
れ

る
た
め
に
使
わ
れ
る
船
が
写

っ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
ま
た
後
楽
園
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
を
う
か
が
わ
せ
る
が
、
こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
な
人
物
は

配

さ

れ

て

い

な

い
。

一
方
、
寒

鴨
O
犠
ミ
§
の
9

ミ

§

に
掲
載
さ
れ
た
岡
山
後
楽
園
の
写
真
で

ま
ず
目
を
引
く

の
は
、
左
右
を
縁
取
る
松

の
大
木
で
あ
ろ
う

(写
真
12
)。
巨

大
な
松
の
影
は
黒
く
、
そ
の
間
に
広
が
る
庭
園
の
風
景
の
明
る
さ
が
際
だ

つ
。

左
側
の
大
木

の
横
に
は
人
物
が
写

っ
て
お
り
、
撮
影
当
時
に

一
般

に
公
開
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

コ
ン
ド

ル
の
写
真
中

の
人
物
の
よ
う
に
カ
メ
ラ
の
方

を
向
く
こ
と
も
な
く
、

一
見
目
立
た
な
い
が
、
左
右
の
松
の
巨
大
さ
を
控
え
め

な
が
ら
も
強
調
し
て
い
る
。
建
築
物
や
樹
木

の
大
き
さ
を
伝
え
る
と

い
う
点

に

お
い
て
は

コ
ン
ド

ル
の
画
像
の
人
物
達
と
同
様

の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
が
、

こ
の
写
真

の
場
合
は
、
意
図
的
に
配
置
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
池
泉
と
月
見

台
を
そ
の
問
か
ら
覗
き
込
む
よ
う
に
、
二
本

の
松
の
大
木
が
配
置
さ
れ
て
い
る

が
、
大
木

の
聞

に
広
が

る
風
景
と

い
う
構
図

は
、
広

重
が
描

い
た
細
久
手

(『木
曾
海
道
六
拾
九
次
』)
(図
3
)
に
通
ず
る
趣
向
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
寒

鴨
O
犠
ミ
§
の
9

ミ

§

の
写
真

の
撮
影
地
点
や
構
図

は
、
本
文
の
主
張
を
視
覚
的
に
補
う
も
の
で
あ

っ
た
。
建
物
内

に
位
置
し
、
低

い
目
線
で
撮
ら
れ
た
写
真
は
、
局
所
拡
大
的
な
構
図
を
も

っ
て
写
真
に
臨
場
感

を
仕
掛
け
る
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
臨
場
感
は
、
実
際
に
庭

園
を
鑑
賞
す
る
視
線
と
写
真
を
見
る
視
線
と
の
交
差
を
促
し
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

つ
ま
り
画
面
上
に
拡
大
さ
れ
た
局
所
は
、
写
真
を
見
る
者
に
と

っ
て
、
庭

園
の
全
貌
を
想
像
さ
せ
連
想
さ
せ
る
手
が
か
り
と
し
て
の
機
能
を
担

っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
写
真
を
見
る
者
と
実
際

の
鑑
賞
者
の

〈
共
感
〉
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の
成
立
と
、
そ
の
鑑
賞
者
が
庭
園

の

一
部
を
成
す
と
い
う
原
田
の
日
本
庭
園
論

が
集
約
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
搴

Q
9

§

蕊

9

ミ

§

の
写
真
を
支
え
て

い
る
の
は
、
庭
園
の
全
貌
を
客
観
的
に
記
録
し
伝
達
す
る
と
い
う
意
思
で
は
な

い
。
茶
の
湯
文
化
と
い
う
審
美
基
準
に
立
脚
し
た
眼
差
し
は
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
を
多
用
し
、
陰
影
や
奥
行
き
を
生
じ
さ
せ
、
さ
ら
に
広
重
の

『名
所
江
戸
百

景
』
や

『木
曾
街
道
六
拾
九
次
』
を
想
起
さ
せ
る
大
胆
な
構
図
を
と

っ
た
。

コ

ン
ド
ル
の
鳥
瞰
的
な
眼
差
し
と
は
対
照
的

に
、
た
と
え
記
録
を
伝
達
す
る
手
段

写真11岡 山後楽 園庭 園(Conder,1893)

と
し
て
は
不
適
切
で
あ

っ
て
も
、
寒

鳴
9

ミ
§
⇔
9

ミ

§

は
個
々
の
写
真

に
美
的
鑑
賞

の
役
割
を
与
え
、
そ
れ
ら
を

一
つ
の
美
術
作
品
と
し
て

「創
出
」

し
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
写
真
の
撮
影
者
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

コ
ン
ド

ル
の
場
合
は
、
撮

(
37
)

影
は
そ
の
多
く
が
小
川

一
真
に
よ
る
も
の
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
写
真

が
小
川
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
写
真

の
典
拠
は
何

か
な
ど
不

明
な
点
も
多

い
。

一
方
、

寒

Q
9
一ミ
§
の
旦

ミ

§

に
は
撮
影
者
名
が
明
記

さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
原
田
本
人
に
よ

っ
て
撮
影
さ
れ
た
可
能

写真12岡 山後楽 園庭 園(Harada,1928)

図3「 木曾海道六拾九次之内 細久手」(座右宝刊行会編

「浮世絵大系15「木曾海道六拾九次」』集英社,1975)
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性
が
高

い
。
寒

Q
の
ミ
ミ
。
の
別
冊
で
あ
る
O
蟄
§

蕊

§

駄

O
匙
§

ミ
鑓

の

一

九
三
八
年
号
に
は
、
原
田
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
、
被
写

体

の

一
部
を
接
写
す
る
大
胆
な
構
図
や
、
立
体
感
を
生
み
だ
す
陰
影
な
ど
§

鴨

9

§

蕊

ミ

ミ

§

と
共
通
す
る
特
徴
を

も
つ
画
像
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ

ら
の
写
真
の
脚
注
に
は
、
「勺
げ
O
けO
び
団
】…宀
鋤
『鋤
住
鋤
」
と
記
し
て
あ
り
、
原
田
本

人
に
よ
る
撮
影
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
昭
和
初
期
に
は
、
原
田
本

人
が
カ
メ
ラ
を
も

っ
て
撮
影
に
赴
く
こ
と
は
技
術
的
に
も
可
能

で
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
原
田
に
よ
る
撮
影
で
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
本
文

の
内

容
を
補
う
機
能
を
果
た
す
ア
ン
グ

ル
や
構
図

の
選
出
は
、
日
本
美
術
に
根
ざ
し

た
原
田
の
眼
差
し
、
あ
る
い
は
か
れ
の
審
美

基
準
を
反
映
し
た
も
の
と
い
っ
て

い
い
だ
ろ
う
。

五

原
田
治
郎
の
及
ぼ
し
た
影
響
～
国
外
と
国
内
の
ギ
ヤ
ッ
プ

で
は
、
原
田
治
郎

の
搴

鳴
曾

§

浅

9

ミ

§

は
、
国
内
外

で
ど
の
よ
う

な
反
応
を
引
き
お
こ
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
原

田
以
降

に
出
版
さ
れ
た
英
文
に
よ

る
日
本
庭
園

に
関
す
る
記
述
は
、

一
九
四
〇
年
ま
で
に
十
六
件
が
確
認
で
き
る
。

こ
れ
ら
十
六
件
中
、
新
聞
雑
誌
記
事
が
二
件
、
事
曲
ハが

一
件
、
残
り
十
三
件
が

著
作
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
原
田
の
§

鳴

象

§

諱

旦

ミ

§

を
参
考
文

(
38
)

献
と
し
て
挙
げ

て
い
る
の
は
六
件
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
著
作

に
お
い
て
も
、
コ

ン
ド
ル
と
原
田
が
英
語
圏
に
お
け
る
日
本
庭

園
理
解
の
基
本
的
な
情
報

の
提
供

者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
は
た
し

て
、
原
田
の
搴

鳴
9

§

毳

旦

ミ

§

は
、
以
降
の
英
文
に
よ
る
日
本
庭
園
論
に
い
か
な
る
感
化
を
与
え
た
の

だ

ろ

う

か
。

イ
ギ
リ
ス
の
雑
誌
き

ミ
恕

§

亀

曾

ミ
§
の
の
編
集
者
の
リ
チ
ャ
ー
ド

.
ラ

イ
ト

(空
9
彎
α
煢
「貫
9

(生
没
年
不
詳
)
は
、

一
九
三
四

(昭
和
九
)
年

に

世
界
の
庭
園
に
つ
い
て
論
じ
た

§

鳴
⑦
ミ
建

9

9

§

ミ
蠹

を
イ
ギ
リ

ス
で

出
版
し
、
そ
の
中

の

一
章
を
日
本
の
庭

に
あ

て
て
い
る
。
本
書
は
そ
の
後
も

度
々
、
重
版
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
ラ
イ
ト
は
、
コ
ン
ド

ル
と
原
田
と
デ

ュ
.

(39

)

ケ
ー
ン

(∪
⊆
○
詈
Φ
)
(生
没
年
不
詳
)
を
参
考
文
献
と
し
て
挙
げ
、
以
下

の
よ

う
な
日
本
庭
園
の
禅
的
な
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
単
に
禅

の
影
響
に
触
れ
る
の

み
で
は
な
く
、
欧
米
人
に
よ
る
禅
的
な
解
釈
が
示
さ
れ
た
英
語
文
献
と
し
て
は

も

っ
と
も
早

い
も
の
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

犀

δ

o
コ
①

o
噛

9

Φ

o
げ
蝉
鐔

0
8

目
δ
口
8

0
h

一
蝉
b
蝉
昌
①
ω
Φ

蝉
詳

け
び
讐

昏

Φ

胃

ぼ
ω
け

ω
Φ
①
目

ω

昌
Φ
<
霞

8

0
0
日

皀

9

①

ぼ

ω

亳
o
『
犀

ー
9

Φ

℃
ユ
ヨ

ω
①
Φ
ヨ

ω

二
昌
臣
巳

曁

Φ
ρ

9

①

ひQ
蝉
同
自
Φ
⇒

一
碧

犀
ω

ω
o
ヨ

①

h
ぎ

巴

『
①
p
一一蔓

・

〉
巳

昏

臼

Φ
冒

一錯

蝉

蹼

貯

9

b
す

o
h

夢

Φ

N
魯

bd
二
&

匡

ω
江
o

げ
亀

Φ
㍗

霽

9

住
①
<
0
8

ρ

σ
く

ぼ

ω

貯

づ
臼

≡

ニ
ヨ

言

9。
江
o
P

≦

⇔
ω

雷

b
鋤
び
一Φ

o
h

臣
巳

ω
匡

づ
αq

9

Φ

営

o
ε

お

o
『

夢

Φ

ひq
g
a

8

三

目

ω
巴
抄

①
8

0
a

ぎ

ひq

8

窪

ω

o
耄
づ

一一ひq
算

.

諺

h
Φ
≦

曽

ぴq
ひq
①
ω
江
o
磊

ω
鼠

ゆ
8

住

8

碧

o
磊

Φ

三

ω

　
れ
　

言
ε

三

く
Φ

b
興

o
Φ
讐

δ
昌
ω
●

(日
本

の
芸

術

の
特

徴

の

一
つ
に
、

芸
術

家

た

ち

は
作
品

を

決

し

て
完
成

さ
せ
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な

い
と

い
う

こ

と
が
あ

る
。

日
本

の
版
画

が

未
完

成

に
み
え

る

よ
う

に
、

庭

も

ま

た
最
終

的

な
現
実

を
欠

く

。

そ

こ

に
こ
そ

禅
仏

教

の
教

え

が

あ

る
。
鑑

賞
者

は
内

な

る
輝

き

に
よ

っ
て
絵

画
や
庭

園

を
自
身

で
完

成

さ
せ

る

の
で
あ

る
。
)

岡
倉

の
名
前
は
参
考
文
献
と
し
て
挙
が

っ
て
い
な

い
た
め
、
『茶

の
本
』

に

つ
い
て
の
知
識
が
既
に
あ

っ
た
の
か
、
そ
れ

と
も
原
田
を
介
し
て
の
理
解
な
の

か
特
定
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
禅

に
基
づ
く
庭
園
の
理
解

に
は
先
に
み

た
岡
倉
と
原
田
の
系
譜
が
読
み
取
れ
る
と
い

っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
ま
た
昭
和
六

(
一
九
三

一
)
年

に
来
日
し
、
同
志
社
大
学

で
英
語
を
教
え
な
が
ら
京
都

に
住

ん
で
日
本

の
庭
園

に

つ
い
て
ま

と
め
た
ア

メ
リ
カ
人
の
カ

ッ
ク

(い
。『巴
澪

内
篝
犀
)
(生
没
年
不
詳
)
は
、

一
九
三
六

(昭
和
十

一
)
年

に
O
ミ

ミ

ミ
織
ミ
翫

さ

。
ミ

9

ミ
§
の
を
出
版
す
る
が
、
本
書

は
N
Φ巨
O
穹
α
①
霧
と

い
う
語
が
初

め
て
使
わ
れ
た
著
作

で
あ
り
、
国
内
外
に
お

い
て
龍
安
寺

の
石
庭
を
禅
的
に
解

(
41
)

釈
し
た
初
め
て
の
文
献
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
参
考
文
献
と
し
て
、

コ
ン
ド
ル

の

ト
亀
§
駐
ら§
Q
O
ミ
駄
§
§
晦

ミ

ミ

亀
§
と

原

田

の

暴

鴨
O
ミ
魯
蕊

ミ
.

ミ

§

そ
し
て
龍
居
松
之
助

の
ミ

§

鳴題

9

§

蕊

(
一
九
三
四
)
と
田
村
剛

の
ト
ミ

9

ミ
鳴
卜
◎
§
詳
ら§
鴨
9

§

§

§

ミ

匙ミ

(
一
九
三
五
)、
さ
ら
に
志

賀

直
哉

(
一
八
八
三
-

一
九
七

一
)
と
橋
本

基

(生
没
年
不
詳
)
の
曾

ミ
§
⑭

旦

蠧

§

(
一
九
三
五
)
の
五
冊
が
明
記

さ
れ

て
い
る
。
ま

た
謝
辞

に
は
、

「
「
o
「

8
9

巳
o
巴

鋤
民

巨

ω
8

ユ
o
巴

一珠

o
『
目

鉾

一
8

菩

o
暮

島

①
ω
①

σq
9
雫

住
Φ
磊

H
げ
鋤
く
①

費

o
≦
口

げ
鐔

く
臣
《

ヰ
o
ヨ

9

①

≦
o
円
渥
ω

o
h
旨
こ

寒

ミ

§

》

浮
韃
8
ミ

隸

ミ
ミ
§

§

駄
ミ
賊ミ

⑦
謙
喧

ミ
o
ミ
L

と

あ
り
、
原

田
治

郎
、

田
村
剛
、
重
森
三
玲

(
一
八
九
六
ー

一
九
七
五
)
が
挙
げ
む
れ
て
い
る
。
『京
都

の
百
名
園
』
と
い
う
訳
に
な
ろ
う
か
、
こ
こ
に
日
本
側
が
提
示
し
た
日
本
庭
園

像
に
基
づ
き
、
京
都
の

「名
園
」

の
み
を
扱

っ
た
英
語
の
文
献
が
現
れ
た
の
で

あ
る
。
本
書

で
カ
ッ
ク
は
、
日
本

の
庭

に
は
通
常
眺
め
る
の
に
最
も
適
し
た
場

所
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
多
く
の
場
合

は
ポ
ー
チ

(眉
o『9
)、

つ
ま
り
縁
側
あ
る

い
は
屋
内
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
坐

っ
て
眺
め
る
こ
と
を
推
奨
す
る
と
論
じ
て
い

　
れ
　

る
が
、
原
田
の
庭
園
論
が
参
照
さ
れ
て
い
る
も
の
と
想
定
で
き
る
。
本
書
は
、

(43
)

同
時
代
の
日
本
庭
園
研
究
者
達
か
ら
は
概
し
て
好
意
的
な
評
価
を
得
た
。
カ
ッ

ク
に
つ
い
て
筆
者
が
調

べ
た
結
果
、
日
本
を
離
れ
た
後
、

ハ
ワ
イ
に
移
住
し
中

国
系
ア
メ
リ
カ
人
の
造
園
家
と
結
婚
し
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
が
、
そ
れ
以
外

に

は
未
だ

に
不
明
な
点
が
多

い
。
特

に
、
O
ミ

ミ

§
§

駄

お

o
な

曾

§

蕊

を
執
筆
す
る
際

に
、
禅
の
思
想
を
誰
か
ら
学
ん
だ
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
作
業

は
急
務
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
四
年
後
の

一
九
四
〇

(昭
和

一
五
)
年
に
出
版
し

た
寒

Q
卜
§

ミ

ミ

§

Q題

9

ミ
§
G・
の
序
文
で
は
、
京
都
で
隣
人
と
な

っ

た
鈴
木
大
拙

(
一
八
七
〇
1

一
九
六
六
)

へ
の
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
時
点
で
鈴
木
大
拙
を
介
し
て
禅
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
限
ら

れ
た
資
料

か
ら
は
O
ミ

聖

ミ
職
ミ
翫
き

◎
な

9

ミ
§
い
を
執
筆
し

て
い
た
頃

に
鈴
木
大
拙
と
交
流
が
あ

っ
た
こ
と
は
断
定
で
き
ず
、

い
ま
だ
に
検
討
す
べ
き

　
む
　

点
が
多
く
残

っ
て
い
る
。

カ
ッ
ク
以
降
の

一
九
四
〇
年
代
ま
で
の
欧
米
人
に
よ
る
日
本
庭
園
論

に
は
、
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原
田
が

コ
ン
ド
ル
と
並
ん
で
頻
繁
に
参
考
文
献
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、

一
九
五
〇
年
代
に
入
る
と
、
日
本
人
の
専
門
家
と
欧
米
人
の
専
門
家
の
台
頭
に

よ

っ
て
、
英
語
に
よ
る
日
本
庭
園
論
は
量
産

さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
も
、
英

語
に
よ
る
日
本
庭
園
に
関
す
る
文
献
が
増
加

す
る
が
、
原
田
の
庭
園
論
は
参
照

さ
れ
続
け
た
。

一
九
七
三

(昭
和
四
十
八
)
年

に
出
版
さ
れ
て
以
降
現
在
に
至

る
ま
で
、
造
園
学
の
教
則
本
と
し
て
広
く
読

ま
れ
て
い
る
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

・

サ

ッ
カ
ー

(O
耳
醇
09
臼

日
げ
碧
パ
Φ『
"
生
没
年
未
詳
)
に
よ

る
寒

鳴
艱
6
討
建

9

曾

§

蕊

(
一
九
七
三
)
は
、
原
田
治
郎

の
寒

Q
曾

§

誤

庶

ミ

§

と

コ
ン
ド
ル
の
著
作
が
、

一
九
六
〇
年
代
以
降

の
欧
米
人
に
よ
る
日
本
庭
園
論
と

並
ん
で
参
考
文
献

に
挙
が

っ
て
い
る
。
ち
な

み
に
、

一
九
六
〇
年
よ
り
以
前
に

出
版
さ
れ
た
本
で
サ
ッ
カ
ー
が
参
考
文
献
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
、
原
田
と

コ
ン
ド
ル
、
そ
し
て

『源
氏
物
語
』
の
英
訳
本
だ
け
で
あ
り
、

一
九
三
〇
年
代

に
出
版
さ
れ
た
日
本
人
に
よ
る
欧
文
の
日
本
庭
園
論
は

一
切
含
ま
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
二
〇
〇
二

(平
成
十
四
)
年

に
は
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
出
版
か
ら
原
田

の
搴

鴨
9

さ

蕊

旦

ミ

§

の
復
刻
版
が
出
版
さ
れ
た
。
さ
ら
な
る
質
的
検

証
と
量
的
調
査
を
な
お
要
す
る
が
、
以
上
の
事
実
が
示
す
の
は
、
原
田
の
搴

鴨

象

§

蕊

勲

ミ

§

は
、
欧
米
圏

に
お
け
る
日
本
庭
園
理
解

に
お
い
て
同
時

代

に
は
ス
タ
ン
ダ

ー
ド

(標
準
)
を
提
供
し
、
二
十

一
世
紀
を
迎
え
て
ク
ラ
シ

ッ
ク

(古
典
)
と
見
な
さ
れ
る
に
至

っ
た
と

い
う
可
能
性
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
国
内

で
の
原
田
の
評
価

は
、
海
外
で
の
場
合
と
趣
を
異
に

す
る
。
日
本
国
内
で
は
、
後

に
造
園
学
会
会
長
を
務
め
た
佐
藤
昌

(
一
九
〇
三

1
二
〇
〇
三
)
が
、

一
九
三
三

(昭
和
八
)
年
に
著
し
た
論
文
で
原
田
に
言
及

し
て
い
る
。
佐
藤
は
、
十
七
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
ま
で
の
欧
米
人
に
よ
る
日
本

庭
園
に
関
す
る
記
述
を
紹
介
し
、
か
れ
ら
の
日
本
庭
園
理
解

に
つ
い
て
の
評
価

を
下
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
「
最
も
注
目
す

べ
き
又
忘
れ
て
な
ら
な

い
事
」

と
し
て
原
田
の
日
本
庭
園
論
を
次

の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

マ
マ

最
近
又
ス
ト
ウ
ー
デ
イ
オ
の
特
輯
号
で
原
田
次
郎
氏

の

「日
本
庭
園
」
が

発
行
さ
れ
た
事
は
注
目
に
値
ひ
し
、
大

い
に
日
本
庭
園
の
実
情
を
紹
介
す

る
に
貢
献
あ

つ
た
ら
う
事
は
想
像
に
難
く
な

い
。
氏
は
主
と
し
て
写
真
に

重
き
を
置

い
て
、
日
本
庭
園
の
本
質
的
内
容
及
歴
史

に
つ
い
て
は
尚
遺
憾

な
し
と
は
云

へ
な

い
が
、
之
に
よ
つ
て
日
本
庭
園
が
世
界
的

に
有
名
に
な

り
且

つ
重
要
な
る
真
価
が
知
れ
渡

つ
た
事
は
氏

に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら

(45
)

な

い

。

佐
藤
は
、
原
田
に
よ
る
S
書

9
§

§

旦

ミ

§

の

「本
質
的
内
容
及
歴

史
」
に
は

「遺
憾
」
で
あ
り
、
視
覚
的
情
報
を
提
供
し

「世
界
的
に
有
名

に
な

り
且

つ
重
要
な
る
真
価
」
を
広
め
た
点
に
は

「感
謝
」
を
覚
え
る
と
い
う
。
具

体
的
に
何
を
さ
し
て
、
「遺
憾
」
な
の
か
は
こ
の
論
文
か
ら
だ
け
で
は
特
定

で

き
な

い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
佐
藤

に
と

っ
て
、
日
本
庭
園

の

「実
情
を
紹

介
」
す
る
こ
と
と
、
日
本
庭
園
の

「本
質
的
内
容
及
歴
史
」
が
区
別
さ
れ
て
お

り
、
原
田
は
前
者
の
役
割
だ
け
を
果
た
し
た
と
断
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
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あ
る
。

同
時
期
、
造
園
史
家

の
針

ヶ
谷
鐘
吉

二

九
〇
六
1
)
は
、

コ
ン
ド
ル
以
降

の
欧
米
人
に
よ
る
日
本
庭
園
論
を
検
証
し
、
そ

の
論
文
で
原
田
に
言
及
し
て

い
る
。
針

ヶ
谷
は
、

§

鴨
9

ミ
§
の
9

蠧

§

が
欧
米
で
認
知
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
触
れ
な
が
ら
、
「
岡
倉
覚
三
氏

の

『
茶
の
本
』
に
相
当
す
る

『庭

の
本
』

(46
)

は
矢
張
我
々
日
本
人
の
手
に
よ
つ
て
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
の
で
あ
る
」

と
述

べ
て
い
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
原
田
治
郎
の
著
作
が
欧
米
で
は
知
ら
れ
て

い
る
が
、
岡
倉
の

『茶
の
本
』
に
は
な
お
匹
敵
し
な
い
と
い
う
批
判
を
暗
に
述

べ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
針
ヶ
谷
も
衷
た
、
原
田
の
著
作

の
内
容
に
つ
い

て
紙
面
で
検
討
を
加
え
て
い
な
い
た

め
、
ど

の
部
分
が
十
分
で
な
い
の
か
、
何

を
論
じ
れ
ば
日
本
人
に
よ
る

『庭
の
本
』
と
な
り
得
る
の
か
を
特
定
す
る
こ
と

は
で
き
な

い
。
佐
藤
と
針

ヶ
谷
に
通
じ
て
い
る
の
は
、
ま
ず
原
田
が
世
界
的
に

認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

っ
て
い
な
が
ら

も
、
原
田
の
日
本
庭
園
論
の
内
容

に
踏
み
込
ま
ず
、
積
極
的

に
評
価
し
よ
う
と

い
う
姿
勢
を
見
せ
て
い
な
い
こ
と

で
あ
る
。

こ
う
し
て
欧
米
と
日
本
国
内
で
の
対
照
的

な
評
価
を
う
け
た
原
田
治
郎
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
後

に
な

っ
て
徐
々
に
そ
の
存
在
が
気
付
か
れ
る
よ
う
に
な
り

つ
つ
も
、
日
本
国
内

の
庭
園
研
究
者
た
ち
に
功
労
者
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
る

こ
と
は
な
か

っ
た
。
造
園
学
者

の
上
原
敬
二

に
よ
る
回
顧
録
に
は
、
戦
後
に
お

け
る
原
田
に
対
す
る
評
価
を
う
か
が
わ
せ
る

一
節
が
見
出
せ
る
の
で
、
最
後
に

触
れ

て
お
き
た

い
。
上
原
は
そ
れ
ま

で
疑
問

に
思

っ
て
い
た

コ
ン
ド

ル
の

卜
§
魯
q§
僑
O
蟄
ミ
蒔
ミ
誌

ミ

ミ

§

の
日
本
側

の
協
力
者
に
つ
い
て
、
東
京

大
学
講
師
で
、
明
治
神
宮
造
営
技
師
を
務
め
た
大
江
新
太
郎

(生
没
年
不
詳
)

に
尋
ね
た
場
面
を
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

筆
者

(上
原
敬
二
)
は
こ
の
書
物

(
コ
ン
ド
ル
ト
§
譜
q§
鳴
9

§

ミ
鑓

ミ

ミ

§

)

の
完
成
に
当
た
り
、
日
本
人
と
し
て
誰
が
協
力
し
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
永

い
間
疑
問
を
も

っ
て
い
た
。

こ
の
書
物

の
影
響
を
受
け
、

前
記
東
京
大
学
建
築
学
科
に
お
い
て
庭
園

の
講
義
を
行

っ
て
い
た
大
江
新

太
郎
講
師
は
前
記

の
協
力
者
は
美
術
家
原
田
治
郎
で
は
な
か
ろ
う
か
と
筆

(47
)

者

に
語

っ
た

こ

と

が

あ

る
。

結
論
か
ら
い
っ
て
、
大
江
の
推
測
は
正
確
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら

コ
ン
ド
ル

が
ト
§
勢
ら愚
Q
9

§

ミ
蠹

ミ

蠧

§

を
著
し
た
と
き
、
原
田
は
わ
ず
か
十

五
歳
、
渡
米
を
目
前

に
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
渡
米
直
後

の
時
期
と
重
な

っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
昭
和
五
十
年
代

の
日
本
で
は
、
原
田
が
以
前
よ
り
も
認
知
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
未
だ
に
原

田
に
つ
い
て
の
正
し
い
情
報
が
共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実

で
あ
る
。

六

お
わ
り
に

以
上
の
考
察
か
ら
、
西
欧

の
日
本
庭
園
研
究
史
に
お
け
る
原
田
治
郎
の
特
異

な
位
置
が
明
ら
か
に
な

っ
た
で
あ
ろ
う
。
原
田
は
、
必
ず
し
も
そ
れ
ま
で
に
な
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い
独
自
の
日
本
庭
園
論
を
提
示
し
た
と
い
う

の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
原
田
の
重

要
性
は
、
先
行
す
る
岡
倉
天
心
の
芸
術
観
や
禅
と
茶

の
湯
の
思
想
を
日
本
庭
園

の
理
解

に
結
び

つ
け
て
欧
米

の
読
者
に
示
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
し
て
岡
倉

を
踏
ま
え

つ
つ
、
庭
を
屋
内
か
ら
鑑
賞
す
る
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
英
文
で
提

示
し
、
そ
れ
を
写
真

に
よ

っ
て
定
着
さ
せ
た
点
に
原
田
の
意
義
が
認
め
ら
れ
よ

う
。
さ
ら
に
、
本
文

の
内
容
を
補
強
す
る
よ
う
な
画
像
を
多
く
提
示
し
た
こ
と

も
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
全
体
像
が
把
握
し

に
く
い
構
図
や
部
分
を
切
り
取
る

よ
う
な
ア
ン
グ
ル
の
写
真
は
、
見
え
な

い
全

貌

へ
の
想
像
を
促
す
と
い
う
点
に

お
い
て
、
庭
園
と
鑑
賞
者
の

「
共
感
」
を
論

じ
た
原
田
の
主
張
を
視
覚
的
に
立

証
す
る
役
割
を
担

っ
て
い
た
と
い
え
る
。
原

田
は
、
庭
園
の
写
真
に
広
重
に
通

ず

る
日
本
美
学
を
付
与
し
て
欧
米
諸
国

へ
伝
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し

一
方
で
は
、
原
田
の
日
本
庭
園
論

は
、
日
本
国
内

に
お
け
る
庭
園
研

究

と
の
距
離
を
生
む
こ
と
を
意
味

し
て
い
た
。

一
九

一
九

(大
正
八
)
年

に

「史
跡
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
」
が
公
布

さ
れ
て
以
降
、
建
築
学
や
歴
史
学

と
連
動
し

つ
つ
、
地
形
測
量
や
実
測
図
作
成
、
そ
し
て
発
掘
調
査
と
い
う
研
究

手
法
を
重
視
す
る
造
園
学
が
成
立
す
る
。
そ
う
し
た
時
代
状
況

の
中
に
あ

っ
て
、

原
田
の
日
本
庭
園
論
は
、
庭
園
研
究
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
か
ら
は
疎
外
さ
れ
る
経

緯
を
辿

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

原
田
治
郎
は
、
庭
園
史
は
も
と
よ
り
美
術
史
に
よ

っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
思

想
家
や
批
評
家
と
い
う
分
類

に
は

つ
い
に
属
さ
ず
、
生
涯
を
通
訳
や
翻
訳
と
い

っ
た
黒
子
に
徹
し
た
実
務
者
で
あ

っ
た
。
原
田
の
活
動
が
現
在
に
至
る
ま
で
顧

み
ら
れ
な
か

っ
た
事
実
は
、
庭
園
史
と
美
術
史
に
お
け
る
交
流
史
的
な
視
点

の

不
在
と
、
実
務
者

へ
の
関
心
の
希
薄
さ
と
い
う
方
法
論
上
の
問
題
点
に
繋
が

っ

て
く
る
。

原
田
の
活
動
を
そ
の
文
脈
と
と
も
に
再
構
成
す
る
こ
と
は
、
西
欧
に
お
け
る

「日
本
庭
園
」
と
い
う
異
文
化

の
創
出
プ

ロ
セ
ス
の
解
明

に
繋
が

っ
て
い
く
で

あ
ろ
う
。
異
文
化
交
流
史
に
お
け
る
媒
介
者

へ
の
着
眼
は
、
ひ
い
て
は
西
欧
に

お
け
る
日
本
イ
メ
ー
ジ
の
生
成
と
い
う
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
、
そ
の
応
答
と

し
て
の
自
画
像
の
提
示
と
い
う
セ
ル
フ

・
イ
メ
ー
ジ
の
創
出
と
の
循
環
構
造
を

解
く
手
が
か
り
に
も
な
り
得
る
こ
と
だ
ろ
う
。

付
記

な
お
、
そ
の
後

の
調
査
か
ら
確
認
し
得
た
原
田
の
著
作

・
論
文

の
リ
ス

ト
を
本
稿
の
末
尾
に
付
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

謝
辞

本
稿
は
、
平
成
十
五
年
度
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
東
洋
美
術
研
究

セ
ン

タ
ー
の
助
成
の
成
果
の

一
部
で
あ
り
、
明
治
美
術
学
会
で
の
報
告
を
基
に

執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
執
筆

に
あ
た
り
、
原
田
治
郎
氏
の
ご
子
息

で
あ

る
原
田
俊
夫
先
生

(早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

・
白
鴎
大
学
名
誉
学
長
)
と
恵

美
子
夫
人
に
は
貴
重
な
資
料
の
ご
提
供
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し

て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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欧米 における 日本庭園像の形成 と原 田治郎 のTheGardensof,japan

表1欧 文 による日本庭 園に関す る図書

出版年 タ イ ト ル 著 者

1868 TheLeisureHour 著者不明

1868 GardenatHatta Beato,SignorF.

1879 GeschichtederGartenkunst Huettig,O.

1886 JapaneseHomesandTheirSurroundings Morse,Edward

1888 MadameChrysantheme Loti,Pierre(Vaud,L.M.J)

1888 GartenkunstundGaertenSonstundjetzt:Handbuckfuer
Garethner,ArchitektenundLiebhaber. Jaeger,H.

1890 Thingsノ穡anese Chamberlain,BasilHall.

1892 The(弛746%(ゾ ノ穡an:且Year's」Diary6ゾZtSFIowers. Piggot,F.T.

1893 LandscapeGardeninginJapan Conder,Josiah

1894 Glimpsesの 「Unfan2iliarノ の)an Hearn,Lafcadio

1897 AnArtist'sLettersfromJapan La,Farge,John

1899 AModel:Japanesevilla Ogawa,K

1902 ノ穡an:A」1～ θ6074incolor Menpes,Montimer

1902 、乙αFormationdesarbresnainsノ穡onais Maumene,Albert

1905 ノ穡on Regamey,Felix

1908 TheFlowersandGardensofJapan duCane,Florence

1910 LandscapeGardeningStudies Persons,Samuel

1910 HistoricalgardeninKyoto 碓井 小三郎

1910 TheofficialCatalogue TheKyotoCommercialMuseum

1911 GartenTechnikundGartenkunst MeyerundRies

1911 TheArtofLandscapeArchitecture Persons,Samuel

1912 JapaneseGardens Taylor,Mrs.Basil

1913 GardenCraftinEurope Triggs,Inigo

1913 GeschichtederGartenkunst Gothein,Marie

1913 BlossomsfromaJapanesegarden:abookofchild-verses Fenollosa,Mary

1914 LesDiversStylesdejardin Fouquier,M.

1914 DesigninLandscapeGardening Root,R.R.andC.F.Kelly

1915 PagodasinSunriseLand 秋山愛三郎

1916 ノ穡aneseGardensPortrayingNationalcharacteristics 本多静六

1917 /1πIntroductiontotheStudy(ゾ 五andscczpeZ)esign Hubbard,H.andT.Kimball

1918 GardenOrnament Jekyll,Gertrude

1920 The、 磁 γ06s'ofノ穡an Luffmann,C.B.

1921 嬲 厚辮 ノースク リッフ卿

1921 CharacteristicsGardensinノ穡an 高木庭次郎

1925 Notesノ穡anaises Bouchot,JeanandH.Coucherousset

1926 UeberGartenKunstundGaeytneYeiinノ穡an Molisch,Hans

1926 JapaneseLandsacpeGardens JapaneseGovernmentRailways

1928 TheGardensofノ穡an 原田治郎

1930 OKvetinachazahyadnictvi7ノ穡onsku Prochazka,Jan

1932 Imressions(ゾ ノ穡aneseL,andscape/1%6ぬ 髭66'%γ θ Waugh,Frnak

1932 ツー グズ み ロ ツク ウ ツ ド

1934 JapaneseGardens(TouristLibraryv.5) 龍居松之助

1935 隊 購 乏多彡争〆o表と石z本の鬮/縮 と厩景ノ 團伊能

1935 ノ穡aneseGardens LeeGuy

1935 SonneOldKyotoGardensandTheirThought Sherill,CharlesH.

1935 Moodsofaノ穡anese(劾746π Snell,Fanny

1935 The/iYt(ゾtheLandscape(:勉 躍6ηinノ瀾an 田村剛

1935 Gardensofノ穡an 志賀直哉・橋本基編

1936
TheGardenDictionary:Anencyclopediaofpracticalhor-
ticulturegardenmanagementandlandscapedesign 著者不明

1936 OnehundredKyotoGardens Kuck,Lorain

1936 The/1γ'の ヂノ穡aneseGards(彡 πs Kuck,Lorain

1936 TheLesseonの ヂノ�2りanesearchitecture 原田治郎

1937 JapaneseGardens Newsom,Samuel

1937 Gardensの 「ノ穡an 国際文化振興会

1938 ComparisonofOccidentalandOrientalconceptsof
flowersandgardens

Gorham,Hazel

1938 丁緲gardens-Sy〃Z∂01ρ プtheper〃aeationqプcultureinノ舊an Gorham,Hazel

1939 JapaneseGardensConstruction Newsom,Samuel

1939 jadinノ穡onais 田村剛

(※鈴木誠 『欧米人 の 日本庭園観』 の資料 を もとに、筆者 の調査 を加 えた。)
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観

光

協

会

・
↓
鋤
ヨ
霞

鈩

↓
ω
ξ

o
ω
匡

(田

村

剛

)
レ
O
ω
ρ

ト
ミ

旦

ミ
鳴
卜
§
勢
ら§
鳴
9

§

ミ
ミ

ミ

§

り
国
際
文
化
振
興
会
な
ど
。

(
3

)

O
o
口
伍
①
ぴ

冒

ω
冨

戸

一
。。
㊤
ω
慟

卜
§

駐

ら
§

鳴

O
ミ

駄
§

§

偽

§

ミ

亀
ミ
慟

内
①
=
団

俸

♂
<
巴
ω
び
・

鈴

木
前

掲
書

(注

1
)
参
照

。

鈴
木

は
、
十

七
世

紀

か
ら

二
十
世

紀
後

半

ま

で

の
欧
文

に
よ
る

日
本
庭

園

に
関

す

る
記

述
、

海
外

で
作

ら

れ
た

日
本
庭

園

の
調

査

、

さ
ら

に
日
本

在
住

の
欧

米

人

へ
の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
通
し

て
、

外
国

人

の
日

本

庭
園

理
解

を
検

証

し

て
い
る
。

複
合

的

な
手
法

を
用

い
て

い
る
が
、

鈴
木

に

よ

る
欧

文
文

献

の
調
査

は
原

文

の
質
的

な
分

析
が

十
分

と

は
言

い
難

い
。

さ
ら

に
、

日
本

側

か
ら
提

示

し

た
日
本
庭

園

論

は
、
関

心

の
外

に
置

か
れ
、

西
欧

と

日

本

と

の
交

流

と

い
う

観
点

が
不

在

と

い
え
る
。

(
4

)

O
冨

ざ

『
ρ

内
鋤
ざ

N
ρ

H
㊤
O
ド

Z
9

Φ
ω

8

0
。
三

Φ
ヨ
它

蠧

「
賓

冒

冨

昌
Φ
ω
Φ

》
詳
墫
↓
ず
①
QD
什
ロ
9
9

<
o
滑

留

》
℃
ロ
●富
①
山
b。
Q。
・岡

倉

は

既

に

搴

鳴

ミ
§

騎

駄

ミ
鳴
黥

無

ミ
賊ミ

憩

象
甘
N
霜
魯

ミ
§
題

誉

、譜

ト
ミ

島丶

ミ

§

ロ
Φ
O
ω
》
一
〇
げ
昌

竃

霞

鑓

<
]

や

搴

鳴

ヒロ
8

冲

旦

↓
§

ロ
Φ
O
ρ

国
o
鉾

U
鼠

臣
色
α

鋤
昌
α

O
o
ヨ
b
9
コ
《
]

を

著

し

て

い

た

。

(5

)

=
霞

巴

斜

盲

ρ

H
曾

O
し

昌

9
器

ω
Φ

》
詳

鋤
巳

>
a

ωけ
ω

。
h

↓
。
9

鴫

ー

℃
巴
暮

ぎ
ひq
慟

§

鳴

⑦
ミ
ミ

P

<
o
广

㎝
ρ

O
O
・㊤
。。
亠

卜。
ω
.

そ

の

ほ

か

白

o
o
α

蝉
昌
島

才

○
曙

O
贄

く
ヨ

σq

(H
㊤
一
ρ

<
o
一
●

帆
封

b
O
」

O
ω
-
=

○。
●
ン

ζ

Φ
け
巴

く
8

『
犀

(
一
㊤
H
一
鴇

く

o
一
.

器

"

b
P

㊤
㎝
山

O
帆
.
ン

Ω

o
一ω
o
昌
づ
Φ

国
昌
四
ヨ

Φ
一ω

(H
㊤
H
ド

<
o
憎

㎝
G。
噂
O
b
』

コ

幽

○。
㊦
)

(
6

)

国

霞

巴

P

旨

H
霧

ρ

日
冨

しd
8

ω
巴

国
×
三

三

江

8

ぎ

↓

。
評
団
ρ

田

ひQ
ぽ

≡

昜

け蕁

江
o
昌
ρ

搴

鳴

の
ミ
ミ

P

<
o
憎

H
呂

慟
喝
O
」
α
O
亠

芻

・

(
7

)

=

贄

巴

鈩

旨
こ

お

器

り

↓
げ
Φ

冒

冨

器

ω
①

0
9
a

窪

ρ

搴

僑

黷

ミ
ミ

。

<

o
あ
合

O
O
』
罐

l
b。
ざ

・

(
8
)

閏
胃
巴

斜

臼
:

お
・。
。。
ダ

↓
冨

9

a

8

。
h
ω
げ
。
『
魯

山

P

内
さ

けρ
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搴

鴨

⑦
ミ
ミ

p

<
o
一
・

㊤
卸

O
ロ
』
①
一
幽

蕗

・

(
9

)

口
輿

p。
α
鈩

一
●
堕

ら

ト。
。。
P

<

一ω
8

巷

梓

ω
三
げ
自

節
覇
暁
ω

O
贄

創
窪

・

搴

鳴

⑦
ミ
ミ

◎
・
<
○
ピ

O
ρ

b
b
●
H
Q。
心
亠

○。
S

(
10

)

自
巽

巴

鈩

一
こ

H
㊤
α
ρ

O
冠

=

9
ヨ

9

勺
巴
餌
8

Ω
餌
a

①
P

搴

鳴

9

等

ミ
P

<
o
一
●

扇

一
層

O
O
・目
8

亠

O
㎝
'

(
11
)

搴

鳴

§

織
ミ

O
ミ
ミ
鴣

ミ

ロ
㊤
H
ρ

↓
冨

内
巻

8

0
0
ヨ
ヨ
Φ
『
o
一巴

竃

⊆
ωΦ
⊆
日

]

の

謝

辞

に

は

、

ζ

『
・
旨
『
o

出

費

①
山
斜

Z

効
ひq
o
《
9

Hヨ

娼
Φ
ユ
巴

霞

ぴq
げ

ω
o
げ
0
9

と

記

さ

れ

て

い

る

。

ま

た

、

しd
鋤
ω
目

↓

9
泣

o
『

口

曾

ド

ミ

§

鳴
。・鳴

O
額
ミ

§

切

a

夢

叶≦
①
昌
身

-
Φ
鹹

葺

営

o
け
霞

Φ
ω

ヨ

8

一〇
霞

σ
《

煢

巴
什臼

↓
§

ロ
巴
ρ

菊
」

●
窰

①
冖び
器

旨

卿

O
o
・
い
巳

.]

は
、

庭

園

史

の

禅

の
箇
所

を
著

す

に
あ
た

っ
て

搴

Q

◎
聴
9
ミ

6
訂
ミ

轟
ミ

に
全

面
的

に
依
拠

し

た
と
明

記

し

て

い
る
。

(12
)

東
京

国
立

博
物

館
編

、

一
九

七
三
年

『東

京

国
立
博

物
館

百
年

史
』

三

三

ニ
ー
三

三
四
頁

(13
)

団
伊

能
、

一
九

三

七
年

「
巴

里
よ

り
帰

り

て

(上
)
」

『庭

園
』

五

:

二
四

-
二
七
頁

(14
)

原

田
治
郎

、

一
九

三
七
年

「米

国

に
於

け

る
日
本
庭

園

に
就

て
」

『
庭
園

』

六

:
六

ー
九
頁

(15
)

団
前

掲
書

(注

13
)

二
五
頁

(16
)

原

田
俊
夫

氏
談

(17
)

一
九
五

一

(昭
和

二
十

六
)
年

に
開

催

さ

れ
た

サ

ン
フ
ラ

ン

シ
ス

コ
日
本

古

美
術

展

に

つ
い
て
は
、

美
術

研
究

所

『日
本

美

術
年

鑑

昭
和

二
十

ニ

ー
二

十

六
年

版

』

(
一
九

五

二
)

や
文

化
財

保

護
委

員

会

『
桑
港

日
本
古

美

術

展
覧

会

昭
和

二
十

六
年

九

月
六

日

-
十
月

五
日
』

(
一
九

五

二
)

を
参

照
。

(
18
)

東

京

国
立

博
物
館

前
掲

書

(注

12
)
、

六

四
五
頁

(
19
)

東

京

国
立
博

物
館

前
掲

書

(注

12
)
、

六

四
七
頁

(
20
)

横

井

時
冬

、

一
八

八
九
年

『園

芸
考

』
大

八
洲

学
会

(21
)

秋
里

籬

島

の

『築

山

庭
造

伝
』

(
一
八
二

九
)

で
は

、
茶

庭

の
心
得

を

説

く
際

に

『
茶

話
指

月

集
』

(
一
七

〇

一
)
を

参

照

し
た

と
思

わ

れ

る
箇
所

が

あ

る
。

さ
ら

に
こ

の
秋

里

の
著
作

を
参

照

し
た
横

井
時
冬

の

『園

芸
考

』

(注

20
)

や

本

多

錦

吉

郎

の

『
図

解

庭

造

法
』
、
ジ

ョ
サ

イ

ア

・
コ
ン

ド

ル

の
ト
§

融

象
§
鳴
9
ミ
町ミ
鑓

ミ

蠧

§

な
ど
で
も
茶
庭
の
項
目
で
茶
の
文
化
の
理
解

が
必

要

で
あ

る
と
論

じ
ら

れ

て

い
る
。

し

か
し

こ
れ
ら

の
著
作

に
お

い
て
は
、

茶

の
文
化

と
禅

の
関

係
性

は
特

に
論

じ

ら
れ

て

い
な

い
。

(22
)

岡
倉

覚

三
、

一
九

二
九
年

『茶

の
本

』
村

岡
博

訳
、

岩
波

書
店

、

二

一
頁

(23
)

「
渋

い
」

と

い

う

概

念

は
、

こ

れ

ま

で

ア

メ

リ

カ

の

雑

誌

=
o
⊆
ω
①

しd
$

口
費

巳
が
、

当
時

の
編
集

長

ゴ

ー
ド

ン

に
よ
る

柳
宗

悦

へ
の
取

材

を
基

に

組

ま
れ

た

一
九

六
〇

(
昭
和

三
十

五

)
年

八

月
号

に

「
ω窪
び
巳
」

と

い
う
特

集

号

が
出
版

さ

れ

て
以
降
、

欧
米

に
普

及

し

て

い

っ
た
と
言

わ

れ

て

い
る
。

す

る

と
原

田

に
よ

る

搴

篤

O
蟄
ミ
§

。・
9

ミ

§

誌

上

で
の

「
渋

み
」

の
紹

介

は
、

通
説

よ

り
先

ん
じ

て

い
た
と
考

え

ら
れ

る
が

、

こ
の
点

に

つ
い
て
は
欧
米

に
お

け

る
日
本

文
化

受
容

と

い
う
観

点

か
ら

さ
ら

な

る
考

察

が
必
要

と
思

わ

れ
る
。

熊

倉
功

夫

「
渋

い
」
、

一
九
九

九

年

『
外
国

語

に
な

っ
た

日
本

語

の
事
典

』
岩

波
書

店
、

九

〇

1
九

四
頁

(24
)

出
贄

鋤
山
⇔
H
露
。。
貌

ω
o。

(25
)

出
巽

9
傷
巴
8

。。
p。
"
P

蔭

(26
)

=
鋤
鑓

量

H
露
。。
貌

9

(27
)

=
巽

巴

舘

露
。。
貌

P

刈
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(28
)

鈴
木

誠

、

一
九
九

七
年

『欧

米
人

の
日
本

庭

園
観
』

造

園
学
論

集

別
冊

N

o
.
2
、
東

京
農

業
大

学
造

園
学

科

(29
)

片
平

幸

、

二
〇

〇

四
年

『日
本

庭

園
像

の
形
成

と
解

釈

の
葛
藤

』
総

合
研

究

大
学
院

大
学

学
位

請
求

論
文

(30
)

目
霞

巴

巴

㊤
b。
G。
軌

署

』
蔭
-
b。
α

(31
)

注

(21
)
と
同

じ

(32
)

○
冨

ざ

『
巴

8

①

(注

4
)
。

(33
)

O
冨

ざ

螽

H
㊤
8

(注

4
)
、

岡
倉

天

心
、

一
九

八
三

年

『
東

洋

文
庫

東

洋

の
理
想

他
』

佐
伯

彰

一
、
桶

谷
秀

昭
、

橋
川

文

三
訳
、

平

凡
社
、

=
二
〇
頁

(34

)

ζ

9
ユ
①

い

・
Ω
0
9

Φ
ぎ

卩
露

。。
w

卜

§

ミ

羮

旦

O
亀
ミ

§

ト

き

一
.

竃

・
∪
Φ
耳

卿

ω
8

ρ

(ド

イ

ツ

語

初

版
H
臼

ω
》
0
8
ら
ミ
ミ

譜

§
丶

9

§

苓

瀞
§

切
ひ

しd
阜

H
・
N
●
』
Φ
昌
僧

望

Φ
α
霞

ぽ
げ
ω
●)
]

や

本
多

前

掲
書

(注

1
)
な

ど

に
は
、

コ
ン
ド

ル

の
ω
弓

覧
Φ
ヨ
Φ
耳

(付

録
)

の
写
真

が
転

用

さ
れ

て

い
る
。

(35
)

0
8

山
Φ
臣
。。
Φ
ω
"
O
づ
●
崔

-
嵩

。

ま
た
、

明
治

に
多

く

の
庭

園

が
破

壊

さ

れ

た

こ
と

は
小
澤

圭
次

郎
が

、

「
明
治
庭

園

記
」

[
日
本

園
藝

研
究

会
編

、

一
九

一

八
年

『明

治
園

藝
史

』
西

ヶ
原

叢
書

刊
行

会
]

で
主

張

し
て

い
る
。

(36
)

稲
賀
繁

美

、

一
九
九

九
年

『絵

画

の
東
方

オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ

ム

か
ら
ジ

ャ
ポ

ニ
ス
ム

へ
』
名
古

屋

大
学

出
版

会

(37
)

小
川

一
真

と

は
、
九
鬼

隆

一
や

岡
倉

天
心

そ

し

て
フ

ェ
ノ

ロ
サ
が
中

心

と

な

っ
た
近

畿
宝
物

調

査

(
一
八
八

八
年

五
月
～

)

に
随
行

し

た
写
真

師

で
あ

る
。

小

川

は
そ

の
ほ

か

に
も
、

明

治

に
刊

行

さ
れ

た

美
術

全

集

『真

美

大

観
』

(
一

八
九

九
～

一
九

〇

八
)
や

田

ω8
貯
Φ
α
Φ

一.》
詳

鍵

冒

O
o
昌

(
一
九

〇
〇

)
な

ど

の
写
真

を
担
当

し

て

い
る
。

小
川

の
活

動

に
関

し

て
は
、
岡

塚
章

子

の

「
写

さ

れ
た
国

宝

ー

日
本

に
お
け

る
文

化

財
写

真

の
系

譜

」

[東

京

都
写

真

美
術

館

企

画

・
監

修

『写

さ

れ

た
国

宝

:
一ヨ
蝉
σq
Φ

鋤
コ
α

国
ω
ω
窪

o
Φ
』

展

覧

会

カ

タ

ロ

グ

、

二
〇
〇

〇

巴

や

、

「小

川

一
真

の

「
近

畿
宝

物

調
査

写
真

」

に

つ

い
て
」

[東

京

都

写

真

美

術

館

編

『東

京

都

写

真

美

術

館

紀

要

恥

2
』

二
〇

〇

〇

三

を

参
照

。

(38
)

ア

メ

リ

カ

の

造

園

学

者

=
⊆
σ
σ
贄

9

閏

・
<
・
鋤
昌
α

盛

ヨ
σ
鋤
一ご

↓
こ

一
㊤
b。
㊤
矯
郎
§

ミ

壁
o
駄
§

畿
o
§

ミ

ミ
Q

⑦
、ミ
魯

駄

卜
◎
§
駐

ら
§

僑

b
靄
暗
§

菊
Φ
<
δ
Φ
α

国
臼
岳
8

.
日
げ
Φ
]≦
四
〇
ヨ
一=
鋤
昌

○
○
日
O
蝉
ロ
ざ

Z
Φ
芝

団
O
葺

と
、

イ

ギ

リ

ス
の
雑
誌

き

§
鳴

§

駄

曾

§

譱

の
編
集

者

で
あ

る
空

9

費

α
芝

二
ひq
ぼ

が

一
九

三

四

(昭

和

九
)
年

に
、

§

恥

⑦
ミ
建

ミ

9

ミ
町
ミ
蠹

"
O
Φ
自
σq
①

幻
o
暮
げ
島
ひQ
o

磐

α

ω
o
昌
ρ

犀

α
・
、
自

費

出

版

本

の

い
Φ
ρ

O
ξ

:

H
㊤
G。
卸

ミ

黛
ミ

題

O
黛
ミ

§

。・
.

U
8

0
蠢

口
8

0
h

9

①

8

×
け
び
く

》

乙

窪

い

.

空

・

皀
Φ
く
.

剛
ユ
く
讐

Φ
ぼ

℃
二
耳

Φ
◎

ヨ

ゆ
○
ωけ
o
昌

竃

鋤
ω
ω
9
0
げ
⊆
ω
Φ
暮
ω
.

と

昭

和

六

(
一
九

三

一
)

年

に

来

日

し

た

國
⊆
o
厂

い
o
『
巴
P

H
㊤
ω
ρ

O
ミ

ミ

§
翫
ミ
駄

き

ミ
o

O
犠
ミ

§

的
●
囚
Φ
ひq
鋤
口

勺
蝉
巳

導
日
『
①
g

F

↓
≡

び
澪

『

俸

O
o
こ

い
筺

・

(39

)

固

0
8

昌
8

U
二

〇
碧

ρ

一
㊤
O
。。
》

搴

鳴

丶

o
ミ
鳴
δ

§

鉱

鷺

ミ

§

偽

9

蠧

§

矯
》

.
卿

ρ

しd
一8

厂

(40
)

耄

『
お
ぼ

脚
P

一
ミ

(41

)

囚
9

厂

い
○
鑓

一P

O
ミ

電
ミ
§
ミ

鳴
駄

き

ミ
o

O
ミ

鉱
§

曾

囚
Φ
ひQ
①
昌

℃
躄

ご

臼
お
匿

厂

日
歪
び
昌
臼

俸

O
o
こ

冖
け倉

い
o
づ
α
o
P

H
㊤
ω
①

(42
)

内
9

匹

㊤
ω
ρ

P

も。

(43
)

「
新
刊

紹
介

」

『
林
泉

』

一
九

三
七
年

二
月

、

六
九

-
七

一
頁

の
他

、

石
原

耕
作

、
内

田

桂

一
郎

、
池

ノ

上
容

「
ブ

ッ

ク

・
レ
ビ

ュ
ー
」

『
造
園

研

究

』

一

九

三
七
年

六
月

、
九

三
頁

な

ど
。

(
44
)

オ

ラ

ン
ダ

人

日

本

庭

園

研

究

者

の

ウ

ィ

ー

べ

・
カ

ウ

テ

ル
ト

(堵

旨

Φ
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囚
鼠
叶興
け)

と
石

庭

を
め

ぐ
る
言

説

を
研
究

し

た
山

田
奨

治

は
、
内
⊆
o
評
に
禅

の

影
響

を
与

え
た

の
は
、
鈴

木
大
拙

で
あ

る
と
論

じ

て

い
る
。

一
九

四
〇

(昭
和

十
五
)
年
に
出
版
さ
れ
た
搴
鳴
卜
試

旦

蠧

§
Q怨

9
ミ
§
的
に
は
確
か
に

鈴
木
大
拙
を
参
照
し
て
い
る
が
、
O
ミ

ぎ

ミ
駄
蕊
駄
き

◎ミ

曾
§

蕊

の
執

筆
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
う
主
張
に
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
O
ミ

§

苓

駄
ミ
駄
き

o
&

象
ミ
§
的
で
は
、
参
考
文
献
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

コ
ン
ド
ル
の
ト
§
謎
ら§
鴨
O
蟄§

ミ
鑓

§

ミ

§

と
原
田
の
S
ぎ

9
N§

蕊

駄

ミ

§
、
そ
し
て
龍
居
松
之
助
の
ミ

§
8
鳴
9
§

譱

(
一
九
三
四
)
と

田
村
剛
の
ト
轟

ミ

ミ
鳴
卜
§
勢
ら§
Q
象

ミ
§

§

ミ

轟
§

(
一
九
三
五
)、

さ
ら
に
志
賀
直
哉
と
橋
本
基
の
9
§

蕊

亀

ミ

§

(
一
九
三
五
)
の
五
冊

の

み
で
あ

り
、
本

文

で
も
触

れ

た
よ

う

に
謝

辞

に
あ

る

の
も
原

田

と
重
森

三
玲
、

田
村

剛

の
み

で
あ

る
。

鈴
木

大
拙

の
名

が

明
記

さ
れ

て

い
な

い
こ

と
も
ま

た
、

交

流

が
な

か

っ
た

こ
と

の
証

左

に

は
な

ら
な

い
が
、

O
ミ

聖

ミ
織
ミ
鉱

き

o
む

9

§

蕊

の
執

筆
当

時

に
鈴
木

大
拙

と

の
交
流

が
あ

っ
た

な
ら

ば
、

憲

鳴

ト
ミ

駄

ミ

§

8
馬

欝

ミ
§

の
の
序
文

の
よ
う

に
、

ど

こ

か
に

そ
れ

が
記

さ

れ

て

い

る
と
考
え
る
こ
と
は
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
資
料
が
限
定
さ
れ
て
い
る
以

上
、
鈴
木
大
拙
が
内
9
貯
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と

一
方
向
的
な
関
係
性
で
と
ら

え
る
の
で
は
な
く
、
鈴
木
大
拙
の
影
響
力
を
よ
り
相
対
化
す
る
視
点
が
必
要
と

思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
囚
50
犀
の
禅
的
な
解
釈
を
鈴
木
大
拙
の
影
響
に
還

元
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
彼
女
が
参
照
枠
と
し
た
他
の
諸
要
因
の
微
妙
な
重
な

り
合
い
と
そ
こ
か
ら
生
成
し
た
庭
園
観

の
歴
史
的
重
層
性
か
ら
目
を
そ
ら
す
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
鈴
木
大
拙
の
影
響
を
否
定
す
る
も
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
、

一
九
三
〇
年
前
後
の
庭
園
を
め
ぐ
る
言
説
を
扱
う
意
義
と
は
、

一
九
六
〇
年
以
降
に
迎
え
る
禅
の
ブ
ー
ム
の
土
壌
が
い
か
に
整
っ
て
い
た
の
か

を
明

ら

か

に
す

る

こ
と

に
あ

る
と

い
え

る
。

(
45
)

佐
藤

昌
、

一
九

三

三
年

「
外

国
人

の
見
た

る
庭

園

」

『園

芸

学

会

雑
誌

』

四

(
一
)
:
八

三

i

一
〇

六
、

一
〇

五
頁

(
46
)

針

ヶ
谷

鐘
吉

、

一
九

三

五
年

「
コ
ン
ド

ル
博

士

の
日

本
庭

園

観
」

『庭

園

と
風

景
』

十
七

:
七

-
九

、

三
八
頁

-
九

七
頁

、
九

四
頁

(
47
)

上
原

敬

二
、

一
九
七

九
年

『談

話
室

の
造

園
学

』
技

報
堂
出

版

、

二

一
頁
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付録 原田治郎の論文 ・著作一覧

年代 論文・著作タイトル 掲載誌名・出版社名

1910 JapaneseTemplesandtheirtreasures. InternationalStudio42,pp.299-312

1910 JapaneseArtandartistsoftoday:Woodandivorycarving. InternationalStudio42,pp.103-119

1910 TheOfficialCatalogue. 血e絢 。ヒ。C。…cialMuseum(京 都 商品陳 列所)

1911 OldJapanesefoldingscreens. InternationalStudio45,pp.110-122.

1911 JapaneseArtandartistsoftoday:Cl�sonneenamel-work. InternationalStudio44,pp.271-286.

1912 TheOldandNewSchoolsofJapanesepainting. InternationalStudio48,pp.231-236.

1912 TheJapaneseExhibitattheEsposizioneIntemazionalediBelleArtiatRime.InternationalStudio46,pp.68-73.

1913 ModerntendenciesinJapaneseSculpture. InternationalStudio37,pp.13-20.

1915 TheModerndevelopmentofOilpaintinginJapan. InternationalStudio55,pp.270-278.

1923 TheJapaneseGarden. Studio84,pp.264-270.

1928 TheGardenofShoren-in,Kyoto. Studio94,pp.261-262.

1928 TheGardenofShoren-in,Kyoto.
●

CreativeArt1,pp.260-2b2.

19281VisountShibuzaw龝Garden. CreativeArt2,pp.184187.

1928 TheGardensofJapan. TheStudio,editedbyGeoffreyHolmes.

1928 TheLessonofJapaneseArchitecture. TheStudio,editedbyGeof丘eyHolmes.

1929 Garden-ArtinJapan. Architects'Journa169,pp.162-165.

1932 EnglishCatalogueiftreasuresintheimperialrepositoryShosoin. ImperialH・useholdMuseum(帝 室 博 物 館)

1934 ExamplesofJapaneseArtintheImperialHouseholdMuseum. ImperialHouseholdMuseum(帝 室 博 物 館)

1937 AGIimpseofJapaneseIdeals:LecturesonJapaneseartandCulture.K・kusaiBunksShinkokai.(国 際 文 化 振興 会)

1940 Painting/Masterpieces。fJapaneseArt.(日 本 美 術 聚 英)

BunksKoryuKurabu,editedby

Seir。kuNoma(野 間 静 六),assistedby

TakaakiMatsushita(松 下 隆 章)

1941 At(:hitecturalDecorationinChina(支 那 建 築 装 飾)/ItoChuta(伊 藤 忠 太) T。h。BunksGakuin.(東 方 文 化 学院)

1948 SculptureandartCrafts/Masterpieces・fJapaneseArt.(日 本 美 術 聚 英)
BunksKoryuKurabu,editedby

Seir・㎞N・ma(野 間 静 六)

1949 ThestoryofoldChineseCeramics(中 国古陶 磁 の話)/FujioKoyama(小 山冨 士夫) Maruyama&Co.

1950 TheShosoin:anEightthcenturyRepository. Maruyama&Co.

1956 OldHamaPalaceGarden. Stduio151,pp.102-105.

1956 TheBonsaiExhibitioninTokyo Studio152,pp.150-153.

1956 JapaneseGardens:SuccessortotheGardensofJapan. TheStudio
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